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 日本ホタルの会の会誌「ホタルと人里」は人里の象徴としてのホタルを通じて，１）身近な自然環

境の保全と再生，２）自然教育・環境教育，３）自然環境に配慮した企業活動，４）身近な自然と共

生できるライフスタイルなどについての提言を目的としています。第７号は上記の目的に沿って，

1999 年 10 月 12 日に東京都写真美術館において開催された日本ホタルの会主催の第８回シンポジウ

ム「ホタルを通じて身近な自然を考える －人里に心なごむ自然環境を取り戻そう－」をまとめまし

た。 
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＝開会の辞＝ 

本多 和彦（日本ホタルの会理事） 

 

皆さん，こんにちは。本日はお忙しい中，日本ホタルの会シンポジウムにご出席いただき

ましてありがとうございます。ただいまより「第８回ホタルを通じて身近な自然を考える」

シンポジウム「人里に心なごむ自然環境を取り戻そう」を開催したいと思います。では，プ

ログラムに従いまして日本ホタルの会よりごあいさつさせていただきます。本来であれば，

理事長であります佐々学がまいりましてごあいさつ申し上げるところですが，所用がござい

ましてどうしても本日欠席ということになりまして，代わりましてホタルの会理事の川村の

方からごあいさつさせていただきます。お願いします。 

 

 

 

＝開会挨拶＝  

佐々 学（日本ホタルの会理事長） 

代読：川村 善治（日本ホタルの会理事） 

 

本日はどうもお忙しいところ，北は青森，南は九州までご遠方の所からご参加いただきま

してありがとうございます。本日理事長の佐々学先生がごあいさつするわけでございますが，

実は長崎大学で熱帯学会の幹事会の会長をしておりますので，前もって予定していましたの

で，どうしても出られないというわけで，代わりまして佐々先生の代読をさせていただきま

す。 

 

私ども日本ホタルの会も今回で第８回の全国大会を開くことができました。昔は恐らく全

国どこにでもホタルが飛び回っていたのでしょうが，その発生源であった小川の水の汚染，

環境の汚染で幼虫時代の餌となるカワニナなどがすめなくなってまいりました。ホタルも絶

滅した地方が多くなったと思われます。これからはお互いに環境改善に取り組みまして，新

しい工夫を行って，またホタルの飛び舞う郷土を取り戻そうではありませんか。 

私は東京大学医科学研究所に長く務めておりました。特に日本の僻地にはびっこっていま

したいろいろな風土病の対策の研究を長く取り組んでまいりましたが，これらの風土病の大

部分をなくした半面に，ホタルもいつの間にか消滅するところも多くなってまいりました。

大変悲しく思っておりました。しかし 10 年余り前に，北陸の富山県の大学に勤めるように

なって間もなく，富山の中流にホタルがまだたくさん残っているところがあると知りまして，
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訪ねてみました。田園の中を流れる小川の緑に本当にたくさんのゲンジボタルが飛び回って

いるではありませんか。この世のものとは思えない美しい世界でした。皆様の周りの郷土に

もこんな環境を取り戻すには，新しい試行錯誤の研究も必要だと思います。この研究会を通

じまして，ホタルの里を取り戻しましょう。お互いに協力していきましょう。簡単でござい

ますが，ごあいさつとさせていただきます。 

平成 11 年 10 月 12 日理事長 佐々学。 

ありがとうございました。 
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＝基調講演＝ 

 

ゲンジボタル幼虫とカワニナをめぐる世界 

 

          矢島 稔（日本ホタルの会会長） 

 

実は去年まで副会長で，毎回総合司会を私がやっていたのですが，今年から立場が変わり

ましてやらしていただきます。今のプログラムの 2 枚目に私のレジュメがちょっと書いてご

ざいます。後で読んでいただければいいのでございますが，実は多摩動物公園の昆虫園，も

う 40 年近くになりますが，あれを企画したときに当然ホタルを考えました。日本人にとっ

て何も言わずに連想できる昆虫の種類は少のうございますが，ホタルは誰でもぱっとわかる

だろうと思います。そこで昆虫園の中で，私と荻野さんはゲンジボタル，ヘイケボタルをど

うやったら復元できるのかと考えました。当時まだそんなことをやろうとする者は関東には

おりませんでしたから，私たちが勉強しに行ったのは全部関西でございました。山口県，愛

媛県，岡山県，あの辺のいわゆるホタル研究家を訪ねて，どういう事をやっているのか，何

が問題かということを見て歩きました。それから日本のゲンジボタルの天然記念物に指定さ

れている有名な場所がたくさんありますので，その現地を見てまいりました。なるほどホタ

ルというのはこういう環境がなくてはいけないのか，それからこういうふうにして飼ってい

るのかということを見て回ったのですが，当時はほとんどが室内で水槽飼育でございました。

南喜一郎という方が書いております「ホタルの幼虫を飼う時には年中水をかき回して，滴ら

せなくてはいけない」。要するに酸素を入れろということなんです。そういうことが書いて

ございますが，よくてエアポンプを使って熱帯魚を飼うように飼っているというのがせいぜ

いでございました。ですから，まだ生態系再現なんてことは誰もやっていません。しかし，

愛媛県の試験場の方で，野外でやっている人がいました。その方は四国の愛媛県あたりは冬

もそれほど低温にならないことと，大変おもしろいことはその場所が水温の記念物だと言う

のですね。冬に下がらないのだそうです。むしろ上がるという大変おもしろい場所なんだそ

うです。そこで屋外でやってらっしゃるのを見ました。あと，山口県にも行きましたが，山

口県もやはり屋外でやってらっしゃいました。一番驚いたのは，特にカワニナの密度が違う

のです。関東であれほどたくさんカワニナがいるところはいまだに見ません。多いというと

ころが，例えば青梅の成木というところにはいます。いますが局地的であって，関西の九州

や岡山，山口のあの繁殖力，カワニナの密度というものはとても関東では考えられない状態

で，今でもそうだと思います。昆虫園にホタル飼育場をつくったのが昭和 47 年でございま

す。本当にたてば早いものでございますが，30 数年間に荻野君が携わっていろいろなことを
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見つけました。大変地道な努力がなければ今日まであの施設は続いてはおりません。今日は

そういう話を中心に，ホタルとカワニナとは誰でも知っているのですけれども，一体何がわ

かっているのか。私がここ 2～3 年何をやったかという話を中心に述べたいと思います。な

おご存じだと思いますけれども，世界には約 2,000 種類のホタルがいると言われております

が，日本には 46 種類のホタルがいます。この 46種類の内に幼虫が水の中にいるのは 3 種類

だけです。ゲンジ・ヘイケ・クメジマ，クメジマというのは大場さんも言っていますが，ゲ

ンジボタルの亜種ではないかという考え方をしている人もいるくらいで，前胸背が黄色なん

ですね。あとはほとんど同じ。ですから 46 種と勘定してクメジマを 1 種と勘定しても 3 種

類，あとの 43 種類は私の後に小俣さんが話してくれますが，全部が陸生なのです。ですか

ら日本ホタルの会というのは去年も日高さんが言いましたが，別に水の中のゲンジ・ヘイケ

だけを相手にするわけではない。つまり水辺環境問題だというとらえ方をしております。た

だ多くの人はホタルというと反射的に清流を思い出して，流れの問題，もちろんそうなんで

すけれども，実は圧倒的大多数は陸生なんだということも忘れてはならない事実だと私は思

います。きょう私の後に話をしてくださる小俣さんの精力的な調査が水辺環境問題のみなら

ず，森林環境を一体どうしたらいいのかということもこの会の目的でありまして，ちょうど

その目的を絞った形でのシンポジウムいうことを毎年やらせていただいて，大いに皆さんに

関心を持って頂たいと思っております。それでは時間もございますので，スライドをこれか

ら見ていただきます。 

 

日本各地にホタルがたくさんいるのですけれども，これは恐らく日本でホタルの数では一

番多いと思われる場所の昼間の風景であります。宮崎県の一番北にあります北川町というと

ころの流れでありますが，天気があまりよくありませんでしたけれども，こういうように流

れが迂回していますが，夜ここに立ってこちらを見ると何千というホタルなんですね。残念

ですけれども距離が十何メートルありますから，ここから写真を撮っても写らないのです。

これはまさに息を呑みました。こんなにすごいのかと思うくらいホタルがいっぱいいます。

要するにホタルがいる条件の一つには，この水辺まで植物がうっ閉していることだというこ

とです。つまりこれが岸の必要条件です。もう一つ，親が枝に止まって昼間休んでいられる

森が必要だということです。水が流れていてカワニナがいてホタルがいる。それは間違いで

はありません。しかし本当は周りにある湿った岸，それから親が止まっていられる林，これ

がないとやっぱりホタルはいられない。川の概念をうんと広げなければだめだということが

まず言えると思います。 

関西はちょっと早いですが，6 月になりますとホタルのニュースがあちこちから伝わって

まいりますが，日没後約 30 分くらいが光り始めるきっかけになります。初めはリーダーが
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いると思ってマーキングをして調べましたが，リーダーはおりません。これは照度が落ちる

ことで触覚が早く動き出します。つまりアクティビティーが高くなるのは，この照度が低く

なることです。6 月中旬は大体 7 時半ごろに暗くなります。日没は 7 時ごろです。そうする

と，まずピカっと光り始めるのです。一つが光ると，それをきっかけにあちこちからどんど

ん光り始めて，例の光の乱舞が始まります。 

私は大学時代アクティビティーが専門でありまして，アクトグラフを使ってゲンジホタル

を調べておりますが，アクトグラフを例えば雄 50匹，雌 50 匹ぐらいとりましても実にはっ

きりとしたアクティビティーを持った種類といえます。 

これは川の中にカメラを置いて三脚を立てて 40 秒くらい露光してやっとこの程度しか写

りません。これはいかに我々が情緒的にホタルの光を見ているか，大変明るく見えるのです。

ところが実際はフィルム感度 ASA100 ぐらいだとこの程度しか写らない。よほど近くにこな

いとはっきりと我々が見るような光は写せません。最近はずいぶんフィルムもよくなりまし

たし，カメラのレンズも明るくなりましたからもっとよいかもしれませんが，これ四国の吉

野川の上流で撮ったものでございますが，本当は気持ちが悪いくらい飛んでいるのです。始

めは私もそういう光の渦の中に立って，これを再現するのだという喜びと意気込みを感じた

のであります。 

さて，どこからでもいいのですが，ご存じでしょうがライフサイクルをちょっと復習して

みます。これが卵であります。直径が 0.5 ミリ，やや楕円に近い球でありまして，発光して

おります。これ水苔が濡れているところに付いておりまして，関東では恐らくそういうこと

はないんですが，交尾した雌が湿地を探して，終日直射日光が当たらないところを探します。

そして苔ですとか，水草ですとか濡れたものの上に卵を産むわけでありますが，四国・九州

の方はご存じですが，雌が集まるんですね。光の玉ができるのですね。みんな光りながら産

んでいるのです。そういう写真をご覧になったことがあると思いますが，あれは関東にはあ

りません。一匹の雌が大体 500から 700 卵を産みます。これほど多産なゆえに本当は減るは

ずがないのでありますが，でもたくさん産む魚，例えばイクラもそうですし，タラコもそう

なんですが，たくさん産むものは生残率が低い。これも事実でありまして，500 から 700 生

まれた卵から羽化するのは推定ですが，やはり２％から３％がやっとで，あとのものは死ぬ

わけでございます。 

幼虫は孵ったときにはご存じのとおり，体長 1.5ミリ，もう本当に糸くずのようなもので

あります。ところが形はこれと同じで，これは終令でございますが 30 ミリに達しておりま

す。頭の先に触覚が見えますけれども，小さなこれが頭で，えらが２つ出ております。片方

が尖っていて片方は丸い円筒形でとまっております。この理由は，尖った方は水中の酸素，

円筒状のものは空気呼吸に使うためと思われます。幼虫は昼間は小砂利の下に潜っておりま
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して，夜になると出てきて，そしてカワニナを探して食べます。だれしもホタルの幼虫はカ

ワニナを，ヘイケの幼虫はモノアラ貝を食べることは知っているのですが，実際に彼らの自

然での状態を見ると，そんなに容易にカワニナが探せないことと，またそんなにカワニナは

いません，関東には。ですから彼らがカワニナを食べるというのは，大変な思いをしていて，

餓死してしまうものすら小さなうちはいるだろうなと思います。 

これは，私どものホタル飼育場で夜撮った写真です。１匹のカワニナに３匹の幼虫がみん

な頭を突っ込んでカワニナを食べています。つまり１つが食いついて，これは体外消化です

から，溶かしてすすり始めると，その臭いが散らばって，それをほかの幼虫が嗅ぎつけると

どんどんやってきて，やっぱり労せずして食べたいわけですから，こうやって１つのカワニ

ナを３匹が食べる，こういうことはよくあります。そして，最低でも９カ月かかって次の年

の春，だいたい桜の散るころの雨の降っている晩に上陸します。 

何がきっかけで幼虫が水から這い上がるのかというのが知りたくていろんな実験をやり

ましたが，いまだにはっきりしたことはわかりません。じょうろの大きなのをつくってシャ

ワーを晴れている日にいくらかけても上がらない。つまり雨が降ってなければ上がってこな

い。雨をどうやって知るのだろうか。水面が平らでないことがわかるのだろうか，何がいっ

たい上陸の鍵なのだろうか。水温と気温がほとんど一致していること，雨が降っているとい

うことは湿った状態であること。そして午後８時前後から上がり始めるんですね。そのころ

の日長を見ますとだいたい 14 時間ぐらいです。やはりチョウの幼虫のように日長効果があ

るのかなと思ったこともありますが，これだという鍵はまだだれにもわかっていません。雨

が降ってないと上がってこないことだけは事実です。そして上陸した幼虫は粘液を吐いてぐ

るぐるぐるぐる回るんですね。それが土の繭，そしてその中に体をぐるっとこういうふうに

丸めて 40 日くらい動きません。前蛹という状態でおります。ご存じのとおりホタルには独

特なにおいがあります。この土窩も臭いのです。防虫効果があるのかなという気もいたしま

す。そして脱皮をして土窩を削って撮ってますから，これが部屋なんですけれども，このぐ

らいじめじめしたところに蛹がいます。まだこれは蛹になって間もない頃で，こういうよう

に湿って終日陽が当たらない濡れている土が蛹になるときに必要だということがはっきり

しています。 

蛹になって 10 日から２週間して，これは羽化の瞬間です。前胸背がまだ赤くなっていま

せん。これが幼虫の脱皮殻，これがさなぎの脱皮殻，そして今こう出てきているところです。

これもなかなかチャンスがありませんと，映像にできません。ですから上陸してから羽化す

るまで，大体 50 日と私は考えています。ただしこれも，この上を人間が歩いてしまったら

全部踏み潰してしまうわけですね，ですから岸がいかに大事か。特に初夏の岸というのは踏

んではいけないというのが，これでよくわかります。 
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こうしてやっと一人前になって，これは今，草の露を飲んでいるところです。成虫という

のは幼虫のエネルギーで生きておりまして，親は水しか飲みません。そして飛ぶ生活に入る。

ですから大体１年かかってここまで到達するわけですが，今までの経験では２年かかるもの

が比較的多く，カワニナが見つかればいいのですが，見つからなかったらもう１年留年する

ものもずいぶんいるだろうと思われます。 

これは昆虫園での仕事の１つで，自記録装置をつくりました。というのは，発光が何のた

めなのかというのは，光を固定しない限りは何も言えないのです。あの光が非常に弱いもの

ですから，普通のルックス計ではとても測れない。そこで私の放送局の友人に頼んで小さな

5 ミリ平方ぐらいの光センサーを，もう 20 年ぐらい前の話ですが，やっと手に入れました。

それを使ってホタルが止まったところへすぐにセットできるように器具を改造しました。夜

それを背負ってホタルがいるところへ行って固定して，どのくらい光ったのか，地震計のよ

うに見えますがこれがゼロ点で，ちょっとでも光ると上に上がる。つまり光り方の度合いで

一番上が切れていますが，10 センチの範囲ならば記録できるということがわかって，光を固

定することがやっとできました。しかし，これは夜，泥の中を駆けずり回ってホタルが止ま

ったところへ行って 10 センチくらいの場所にセンサーをつけなくてはいけませんから，そ

う簡単な仕事ではありませんでした。やっと何年かかかって，これがとれたのです。このグ

ラフは上が雄ですが，ピカッピカッとわずか 10 秒間ぐらいに５～６回光って，10 秒間休ん

で，また光ってというのを１分くらい繰り返すのです。この下の記録に一つ尖っているのが

ありますが，これが雌の光りです。雌は弱く光っているのです。この程度の光が下にあるの

です。雌を認識した雄が近くへ止まってプロポーズのために，ピカピカピカとプロポーズの

サイン（ストロボ発光）を 10 秒間に 5 回から７回光るのです。雄がプロポーズの何回かの

発光をしていると，雌が１回だけピカッと光る。 １回光るとこれはＯＫなんです。 光らな

かったらＮＯなんです。選択権は雌がもっていて交尾をするわけです。これはそのときの証

拠の記録です。神田左京以来，光は神秘的でいろんなことが言われてきました。まったく関

係ないと神田左京ですら言ったのですね。「あれは生理的なものであって，だから卵も光る

のだ」と。実はそうでないことはこれでも分かります。 

今のシグナルの後，交尾に入って動きません。約 7 時間から８時間このままじっとしてい

ます。体の大きい方が雌で，次の朝までこの状態でいます。そして，交尾した雌は死ぬまで

卵を産み続けるわけです。さっきの濡れた水苔ですがその上に死力を尽くして 500 から 700

卵を産むわけです。雄は交尾できればよしで，交尾した後間もなく死んでしまいます。発生

期の前半は雄が多いのに，後半は雌が多いのです。ですから早く羽化した雄はほとんど雌に

会わない。性比がどんどん変わるので，遅れて羽化した雄は交尾の確率が比較的高いという

ことは言えると思います。 
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さて，これは多摩動物公園・昆虫園に今でも存在するホタル飼育場です。今でも使ってい

ます。ここは魚を飼っているところです。ここが孵化場であります。この屋上に，地下から

ポンプアップした水をここへ流して，７メートルの滝をつくって，水路を蛇行させたわけで

す。 

これが昭和 47 年の作で，屋外で限りなく小川に近い飼育場をつくろうと思ったのです。

これが水路で 80 メートルあります。この滝から蛇行して渓流をつくったのです。夏はスス

キがこの手すりの丈よりも高くなっていますから，こんなに見通しが利きません。そして岸

に蛹化させるために壁面に穴を開けたり，布を濡らしたものを下げたり，これは担当者の努

力で今でもこの状態が保たれています。 

これは夜水路にいる幼虫を撮ったもので，底に石などが置いてありますと，小石の上に出

てきて一所懸命カワニナを捜しながら這いまわっている状態が見られます。ところがホタル

の幼虫を室内で飼う場合は，こういうケースでこういう状態で飼うものなのです。今でも孵

化場では，やはり幼虫を全部放すわけにはいかない。そこで一部を細かいことを見るために

飼っています。これは孵ってから 1 カ月ぐらいの小さな幼虫を入れ，貝殻が多少散っていま

すがこれは食べがらです。1 匹が 500 産んだって 1 万や 2 万は孵化します。考えてみれば 1

匹が 500 だとしたって 4 匹分にしかならない。そして 90％以上孵化します。ケース内に幼虫

は体を寄せ合って団子になって暮らしているわけです。今までは幼虫を室内で飼っていると

こういう状態だったわけです。そこで私は何とかして 1 匹のホタルの幼虫はいったいカワニ

ナを幾つ食べるのかを調べようと思いました。5 千，1 万という単位で幼虫を飼うと，やは

りたくさん出したいわけです。1 匹を 1 つの入れ物で 1 匹ずつ飼うというのは大変苦しいこ

とで，手がかかるのです。それにもう一つは，たくさんのカワニナを入れておいて 1 匹を放

すのでは意味がないと私は思いました。なるべく自然の川に近い状態で 1 匹がいくつ食べる

かが知りたかった。 

そこで 3 年前に我が家に 10 の入れ物を並べて，孵ってから 2 週間くらいたった幼虫を 1

匹ずつ飼う決心をしました。もう 1 つは川と同じようにカワニナの数を勘定して，けして多

くやらない。つまりいつも飢えて探して歩いている状態を再現しようと考えました。ですか

らカワニナを幾つ食べたから何日後に 1 つ足すぐらいで過飽和にしない，飽食させない状態

でカワニナが一体どのくらい食べられるかというのを調べたい。そうしないと正しいデータ

にならない。またそういう事をやった人があまりいないだろうと思っていました。 

これは 25 センチくらいのバットを使って，小砂利を敷いてカワニナが 1 匹しかいないわ

けです。1 匹食べれば 1 週間ぐらいは食べさせない。1 週間くらいたったら 1 つやる。そう

するとまた出てきて，一生懸命探します。カワニナだってむざむざとは食べられません。蓋
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を閉めてものすごく抵抗するわけです。もしホタルの幼虫が小さければいくら食べようとし

ても蓋なんか開きませんから，小さな幼虫は諦めて行ってしまうよりしょうがない。逆に大

きなカワニナがくると小さな幼虫は逃げます。とても簡単にホタルの幼虫がカワニナを食べ

るとは思えません。私はバットごとに与えたカワニナと食べた殻を全部 1 つずつとっておい

て張りつけていったのです。最初に食べたのは一番小さいですね，初めは 2 ミリくらいのも

しか食べられないですね。それがだんだんだんだん大きなものを食べるようになっていく。

カワニナの寿命は 3 年くらいで，大体殻の長さが 15 ミリ程度になると卵を産めるというよ

うに考えられています。ですからこの辺がカワニナの成体であって，ここまではまだ稚貝の

段階です。合計したら 24 でした。飽食させないで 1 匹が上陸するまでに食べた貝の数です。 

こんな小学生でもできそうな調査ですが，これに 3 年間かかりました。夏になるとすぐに

水が蒸散する，温度が上がる，入れ物が小さいですからね。これにはけっこう気を使うので

す。10 並べて，途中で死ぬものができるわけです。ですからこういう記録をとれたのは４つ

くらいでした。スタートは 10 でしたが，その 4 つが大体 25前後だと同じ結果でした。です

からホタルが蛹化するまでに食べるカワニナの量は，大体 25 と考えて間違いないだろうと

思います。これがきょうの発表のネタの１つであります。 

 

カワニナというのを中心に考えますと，ホタルもカワニナの天敵です。つまり我々はホタ

ル，ホタルと言うけれど，カワニナを主人公にすればホタルは天敵なんです。今のように小

さなものから大きなものまで 24～25 も食べる天敵。だけどカワニナにはどんな敵がいるだ

ろうか。調べるとサワガニが食べる，アメリカザリガニが食べる，コイなんて一番よく食べ

る。小さな口をしているメダカとかオイカワなどは天敵とは思えないのですが，魚類で口の

大きな特にコイなどはどんどん食べてしまいます。日本人は不思議ですね，水を張るとよく

コイを放す人がいるんですよ。だからコイが見たいというのであればホタルは絶望的だと思

います。名古屋市にある東海技術センターの高見明宏さんがやっているカワニナのデータは

正確だと思いました。高見さんのやっているデータは，どのくらい生残率があるかを調べて

らっしゃいますが，やはり成体までになるのにおそらく９割くらいは食べられ，10％残る。

成体になるには 1年半あるいは 2年かかるのですが，それから卵を産む。ホタルの幼虫も 98％

死ぬとしても，カワニナも同じくらい死ぬんですね。つまりカワニナも大変厳しい生き方を

しているんだということが容易に想像できます。 

さて，これは大分前から話題になりました。きょうスライドでお見せするのは初めてです

が，これがヒルです。多摩動物公園の昆虫園で担当者が一番困っているのは，このヒルであ

ります。これが全部カワニナの天敵であります。これはシマイシビルというごく普通の種類

なのですが，底の石を上げただけでこんなにいるのです。さっきの図面を思い出していただ
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くとわかりますが，魚の糞がほしいのです。栄養塩類が欲しいから。栄養塩類がふえないと

プランクトンがふえません。要するにプランクトンがふえなくてはカワニナがふえない。食

物連鎖ですから魚の糞は欲しいのだが，魚がいるとカワニナが食べられるので分けたのです。

魚を分けたらヒルの天国になったのです。魚はヒルを食べるわけです。そういう矛盾を知ら

された。魚を入れれば簡単じゃないか。でも魚を入れたら元も子もなくなるかもしれないと

いうおそれがあるのですね。 

これはシマイシビルの卵嚢であります。1 つの石の下に卵をこんなにベタに産むのです。

あんまり話題になっていないけれどカワニナにとっての最大の敵はヒルだろうと思ってい

ます。水族館の人には常識なのですが，ヒルの退治はわけないのです。ヒルが出たときに水

族館の職員は魚を移して下の砂利・水槽を全部塩で洗います。塩で洗えば全部ヒルは死にま

す。 

皆さんもきっとごらんになったことがあると思いますが，冬になるとワカニナの穴のあい

た殻が岸にころがっています。これは何に食べられたのかとトラップをかけておいたらドブ

ネズミを捕えました。成体のカワニナが沢山食べられているのは，その繁殖に影響がありま

すし，ホタルの生存率にも直接かかわる大きな問題です。 

今日はヒルとドブネズミによる被害を中心にお話しました。 
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＝事例報告＝ 

 

東京西部の陸生ホタルの生態 

 

          小俣 軍平（東京ホタル会議） 

 

ご紹介いただきました小俣でございます。「東京西部の陸生のホタル」をご紹介いただい

たのですが，レジュメにあるとおり陸生ホタル全体ではありませんで，八王子市に上恩方町

というところがありますが，そこの板当沢というところで現在陸生のホタルを観察している

のですが，その中の１つのクロマドボタルを本日報告させていただきたいと思います。 

 

私たちは実はクロマドボタルのことはあまりよく知りませんので，昨年の３月に都立大学

の鈴木先生からクロマドボタルには幼虫の紋でいろいろな変異があるというようなお話を

伺いまして，それでびっくりしました。それからクロマドのことを中心に陸生のホタルのこ

とを調べてみようと思いまして，場所をあちこち探したのですが，これからご紹介しますけ

れど，八王子市の上恩方にちょうど適当な場所がありました。現在私たちが知る限りでは，

東京では９種類ほどのホタルがいるのですけれども，そのうちの７種類がそこに生活してい

るのです。ゲンジボタルは沢の流れにいます。それから地元の人の話ですと，ヘイケがいる

はずだと言うのですが，１年間見てきたところでは見つかっていないのです。 

矢島先生のようにきちんとした生物，生態学の基礎の勉強をしてない者が調べていますの

で，皆さんこれから報告を聞いて，何であんなことを言っているのかと間違いや何かがたく

さん出てくると思いますけれども，その辺は後でご指摘いただいて，いろいろ教えていただ

きたいと思います。大変おもしろくていろいろな方に助けていただきながらやっています。

板当沢ホタル調査団というのをつくりまして研究者の方々と，それから私のように実際に調

査を担当する者と総勢 37 人ですけれども，団長はそこにいらっしゃる小西先生になってい

ただいて，あと矢島先生とか林先生，それから都立大の鈴木先生にも入っていただいていま

す。あまりまとまった報告ではないのですけれども，資料の方をご覧いただきながらスライ

ドを見ていただきます。ではよろしくお願いいたします。 

 

これは八王子市の高尾山です。ここを通っているのが中央高速です。ちょうど高尾からこ

このところまで，約４キロのところです。甲州街道から行きますと追分という交差点があり

ます。あそこが陣馬街道の始まりですが，夕焼け小焼けの童謡がつくられた有名な街道なん

ですね。そこを約９キロ行ったところに恩方中学というのがあります。それからここまで 1.8
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キロ林道がずっと続いています。これがちょうど分岐点のところなんですけれども，これが

板当沢という沢に入る橋です。平塚の営林署が管理しています。大体こちらが谷川になりま

すけれども，こういうところにコクサギなんかがたくさん茂っているところに陸産のホタル

が暮らしているのです。次お願いします。 

東京都ではヒメボタルが奥多摩の梅沢で見つかったのですが，板当沢にも，かつていたと

いう記録がありますので，いるのではないかと探したのですが，今年見つかりました。ちょ

うどこちら側の，取りつきから 1,000 メートルのところですけれども，ここでヒメボタルの

雌が１頭見つかりました。 

これはちょうど 1,200 メートルのところですけれど，日野自動車のグリーンファンドの森

となっていまして，その看板が立っております。ここはメタセコイアが全部で 20 本くらい

植えてあるのですが，すごい大木になっています。なぜかクロマドボタルはメタセコイアを

好みまして，こういうところにたくさんいるのです。 

 

これは青森から九州までいる全紋型のクロマドボタルの幼虫です。ここのところにアイボ

リー色の紋が体側に，前胸のところから終わりのところまで片側 11 個あります。大場先生

の話ですと，この全紋型というのがベースで，近畿あたりですと紋が前胸の４つだけの４紋

型になります。これは紋がない無紋型で，さっきの紋がまったく見られません。それで変異

をした場所がどこなのかと特定ができないでいるのですが，関東山地の東京，埼玉や山梨の

県境あたりから，甲府盆地も神田先生の記録を見ると，どうもこの無紋型のようです。八王

子には４紋型はおりませんで，先ほどの全紋型とそれから無紋型と両方が暮らしています。

少し時間がかかるのですが，ぜひ無紋型が変異をした場所を突き止めたいと思っているので

すけれども，かなり時間がかかると思います。次お願いします。 

では，冬どうしているのかということが知りたくて，みんなで一生懸命探しました。その

ときに２匹見つけたのですけれども，大体体長は 20 ミリくらいで，土の中に潜ってしまう

わけではなくて，落ち葉の下でこんな感じでじっと動かないでいるようです。これは蛹にな

ったものです。雄は蛹になったときに黒くなります。こっちが雌でピンク色をしています。

これは羽化したばかりの写真です。これが交尾ですけれども，こんな形でクロマドは交尾を

します。雌は羽が退化して無いものですから，飛ぶことができないのです。 

これはクロマドの卵です。ゲンジと比べると大変大きくて，数が非常に少ないです。神田

先生の記録ですと 30 個から 40 個と書いてありますけれど，私がバットで去年の夏から今年

まで 1 年間飼って産卵させた雌は３頭だけなのですが，いずれも 17 個前後で 20 個にはとど

きませんでした。卵が大きいものですから幼虫が孵化したときにすでに４ミリから６ミリく

らいあるのですね。これはゲンジの幼虫なんかと比べてびっくりするくらい大きいのですけ
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れども，少なく産む代わりに初めから幼虫が大きいと。その方がきっと生存率がよくなると

いうことでこうなったのではないかと思うのです。次お願いします。 

いろんなことを考えて観察をやっているのですけれども，この表は昨年の冬に，いつごろ

から休眠状態になるかということを，一生懸命通って確かめたものです。11 月 20 日が幼虫

の発光の最後で，それからずっと発光は全く見られないので，じゃあそれがいつ再開される

のかということをまた知りたくて。 

最初の仮説では 11 月 10日の夜 8 時過ぎの気温が 10 度でしたから，気温 10 度が 1 つの目

安になるんじゃないかと。そうすると，板当沢でも今年の場合ですと 2 月の終わりにはそう

いう状態になります。気温 10 度を目安にしてゲンジボタルが 3 月の末から４月の初めに上

陸しますし，クロマドの幼虫も２月の末か３月には動くだろうというので，せっせと通った

のですけれども全然気配がないのです。それで気温はどんどん上がるし，日も長くなるのに

全然出てきてくれませんで，どうなっているのかと思ったら，４月 20 日にやっとこの体長

13 ミリから 15 ミリのやつが板当沢 1.8 キロ全体で５頭，それから大きい方 20 ミリ以上とい

うのが 21 頭，計 26 頭が一斉に発光し始めたのです。ただこれは幼虫の発光ですから，これ

が休眠明けと言い切るのは難しいかもしれないのですが，発光ということで言えば今年の記

録ですと 11 月 10 日から 4 月 20 日までの 160 日間は発光がなかったと一応見ております。 

それで今度はいつ蛹になるのだろうかということを知りたくて，ずっと連続して通いまし

た。そうしますと，４月 25 日には 37 頭発光していて一番多かったのですが，５月２日のゴ

ールデンウイークのときにがたっと減りまして 11 頭になりました。クロマドの幼虫はバッ

トで見てますと蛹になる前の大体５日から７日くらい餌をとらなくなるのです。動かなくな

りまして，体側を横にしてじっと死んだみたいになっているのです。そういう状態で第一次

がここで蛹化に入ったのではないかと見たわけです。もう１つは５月２８日の末のことです

けども，13 頭発光していたのが５頭に減るわけです。ここで第２次の蛹化がおこったのでは

ないかと。それから６月４日で，ここから発光が全然見られなくなるのです。全く見られな

くなったということは，一応全部蛹の状態になって発光がおさまったのかとみていたのです

が，これだけではどうも割り切れないことがいろいろ出てくるのです。次お願いします。 

 

 これは９月９日のですが，ここが分岐点のゼロで，ここが 1,800 メートルですけども，

100 メートルおきに標識が林道についていまして，そこで幼虫の発光数を調べているのです。

こう見てますと９月９日に 165 頭出ているのです。それで８月頃は体長 10 ミリというのが，

９月９日になるとこんなに大きくなってくるのです。体長はノギスを使って１匹１匹ずつ測

っているのですけれども，延べで 1,000 頭近く測ってきました。ノギスを使っても伸び縮み

がありますから正確ではないですけれども，一応測っています。 
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それから９月 30 日の時点で，ここの 1,800 メートルのところに，体長 11 ミリというのが

たくさん出ているのです。こういうのが出てくるというのは，どう見ても８月生まれとは考

えられないのです。やはり大きさからいうと 9 月に生まれたのではないか。ところどころに

「11 ミリ」というのが入っています。こういうのはエサの都合で成長が悪くて止まっている

のだろうと思うのですけれども，９月 30 日にたくさん「11 ミリ」というのが出てきている

のはどう考えたらいいかということは大変難しいところです。 

 

 次は，先ほどのヒメボタルがいたところの略図なのですが，この場所がなぜかホタルのす

みやすい場所らしいのです。こちら側が沢の流れで，この太い線が林道で，ここに車が入れ

ないように鍵のかかった鉄のゲートがあるのです。ここは林道をつくったときの切り崩しの

のり面の境でして，ここは大体 45 度くらいの斜面なのです。ここのところに落葉樹の大き

いのが立っているのですが，向こう側が南で，こちら側が北です。なぜかここにオオバホタ

ル，オバボタル，ムネクリイロホタル，クロマド，ヒメボタル，それからすぐ下のここには

ゲンジボタルがいるのです。ですからゲンジを入れると，40 メートルという範囲に 6 種類の

ホタルが至近距離で生活しているのです。何で種類の違うホタルが重なって生活できるのだ

ろうかというのも，これからどうしても解きたいなぞの１つなのです。 

 

これは上流の方から下流を撮ったところです。ゲートはこの先のところなのですけれども，

ここがヒメボタルの見つかったところです。こっちはスギ林になっていますけれど，前に落

葉樹が生えています。ここで観察した１匹のクロマドの無紋型の幼虫が，なぜか礫の上をず

っとこういうふうに往復をしたのです。陸産の貝類がいるわけではなし，こういう場所を一

晩中，何で往復するのかすごく不思議なのですけれど。その図をちょっと出します。 

こんなふうに動いたのです。こっちが平面図ですけれど，ちょうど７時 40 分のときに石

の上で見つけたのですけれども，こう行きまして約６メートル行ったときがちょうど 10 時

なのです。10 時 30 分から折り返しにかかりまして，全く同じところですけれども，４時 15

分にここへ戻ってきました。ちょうど８月１６日の晩に 20 頭のうちの 7 頭だけ記録をとっ

たのですけれども，そのうちの４頭が同じ場所に戻っているのです。幼虫が出発した場所に

戻るのは非常におもしろいなと思って見たのですけれども。このようにマラソンの往復みた

いにやっているのが，もう 1 匹いたのです。ちょうどここのところにコクサギがあるのです

けれども，この葉っぱにいたやつが，これからずっと 40 度くらいの斜面を上の方に上がっ

ていくのです。そして，明け方にまったく同じ葉っぱの上にぴったりと戻ってくるのです。

似たようなコクサギがたくさん生えているものですから，偶然にここに戻ってきたとはどう

も考えにくいのです。もしかしたら，特別な方向感覚を感じるセンサーみたいな物をクロマ
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ドの幼虫は持っているのかなと。これも考え過ぎで，皆さんが聞いたら何であんなことを言

っているとお笑いになるかもしれないのですが，私は非常に不思議だなと思いました。 

もう１頭の例は，木の種名がわからないのですが，２メートルくらいの高さの葉の上で，

ずっと長い間４時間も５時間も同じ場所で発光し続けて過ごしているのです。長い時間同じ

場所にじっとしていて発光を続けていて，明け方に降りて帰ったのです。これは同じ場所へ

は戻りませんでした。 

 

それから多摩動物園の荻野先生に教えていただいて，録音機を使って野球の実況放送する

みたいに，幼虫の動きを全部テープにとって作図しました。これが非常に効果的で記録がと

りやすかったのです。この日は８月１6 日，東京の日没は６時半だったのですが，ちょうど

板当沢が暗くなるのはそれから 30 分くらいしてからですけれども，発光するとき，すでに

コクサギの上に登っているのです。動き出しが何時なのかはっきりわからないのですが，ど

うも暗くなる前にすでに行動を起こして，木に登ったりしているということがわかったので

す。 

それから，発光の終わり方を初めて観測したのでびっくりしたのですけれども，17 日の

東京の日の出は 5 時１分だったのですが，4 時 10分過ぎくらいになってきて，ぼんやりと明

るくなってきて 4 時 15分になったとき，そのとき 16 頭発光していたのですが，一斉にぱっ

と消えてしまったのです。あれっと思ったのですけれども，まだ日が昇ったわけではありま

せんから，再発光するだろうと思っていたのです。16 頭の内 15 頭がそうやって消えまして，

あと１頭だけ残ったのが５分後の４時 20 分にこれも消えました。４時半にはかなり明るく

なったので，これからどこへ行くのかというフィニッシュのところを確かめることができま

せんでした。クロマドホタルの幼虫にからかわれているような感じがしたのです。次お願い

します。 

 

これは最後なのですが，クロマドの無紋型がどんなふうに分布しているかというのを去年

から調べ初めました。ここが多摩丘陵の西の端です。甲州街道から町田街道がちょうど通っ

ています。町田街道がちゃんとできたのはそんなに古いことではないのですが，なぜか無紋

型が町田街道を越えていないのです。法政大学のキャンパスのところは，まったく無紋型は

入っていなくて全紋型だけです。ここから東方の多摩丘陵は全部全紋型です。ところが高尾

山のところの国道 20 号が神奈川の方に行ってますが，国道 20号の高尾山口を過ぎて２キロ

くらい行ったところに梅ノ木平というところがあります。ここには板当沢のように沢がある

のですが，取りつきから１キロくらいまでが全紋型なんですね。それから奥が無紋形で，こ

ちら側の関東山地から南下してきたやつが，ちょうどここの沢の部分で両方ぶつかっている
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という感じで，すみ分けをしているようです。 

それから八王子の小宮公園というのがありまして，こちら側から多摩丘陵は下ってないの

に，ここのところまで無紋型が来ているのです。この公園は周りが完全に開発されまして，

中央高速が通って八王子インターのすぐそばのところですから，完全に孤立した緑地になっ

ているのです。そしてこの公園の中では全紋型と無紋型がいっしょに暮らしています。ここ

はおそらく全紋型と無紋型の交配がずっと前からあるので，そういう交配でどういう紋が出

てくるのか非常に関心が持たれる場所なのです。注目して見ていきたいと思っています。 

それから，こちら側の滝山丘陵が多摩川沿いの方にあるのですが，ここは現在未調査でわ

かりません。多分ずっとこちら側から滝山丘陵を無紋型が南下していると思いますけれども，

この地図には出てこないのです。秋川市の横沢入では全部無紋型です。それより南の多摩川

辺りまで無紋型が下っているかどうかは今のところわかりません。 

それからどこで変異をしたかを確かめるのは，これは大事な点だと思うのですが，青梅は

どうなのかというので，去年から少し通い始めているのです。青梅市から奥多摩町へ行く途

中に青梅の駅から２キロくらいでしょうか，小曽木街道というのがあります。これは埼玉県

の方へ行っている街道です。これを行きますと成木８丁目というところへ行きます。そこに

成木川という川がありまして，支流にマス沢川という１キロくらいの小さい川がありますけ

れども，ここのところでは人家に近いところが全紋型で，山に近い方が無紋型なんです。で

すから青梅の方もちょうど八王子と状況が似ておりまして，山地の方から無紋型が里の方へ

南下してきているという感じになっています。山梨県側は，神田先生の記録で三ツ峠，富士

山麓，甲府盆地ではほとんど無紋型のようです。山梨県の塩山とか埼玉県境のあたり，それ

から東側の大月市がどうなっているのかというのは今のところわかりません。これが確かめ

られると，どこでこの無紋型が変異をしたのかというのがわかってくるのだと思うのですけ

れども，今のところは，陣馬山近辺で変異をした場合は多摩川を渡らなければなりませんか

ら，もうちょっと奥の雲取あたりかなと思っています。 

 雑駁な報告で申し訳ありませんでしたが，板当沢ではあと２年陸産のホタルの観察記録を

とっていく予定です。どなたでも入れるという自由な調査団でして，電話連絡をしていただ

ければ自由に来て調べていただいて結構です。危なくないし，距離も手ごろですし，それか

ら７種類のホタルは実際に観察できますのでぜひ皆さんお出でになってください。どうもあ

りがとうございました。 



 －17－ 

＝各省庁・自治体の取り組み＝ 

 

生物多様性の保全を中心とした野生生物保護の現状 

 

植田 明浩（環境庁自然保護局野生生物課野生生物専門官） 

 

 環境庁の自然保護局野生生物課の植田でございます。実はこのホタルシンポジウムも私は

３年連続してお話をさせていただくということで，大変光栄に思っているわけですが，今回

は，題名として掲げさせていただいたものとは若干異なってくるかもしれませんが，ご容赦

いただきたいと思います。 

 「人里に心なごむ自然環境を取り戻そう」と，ホタルを通じてということでございます。

環境庁，私の方でやっておりますところは，特に絶滅のおそれのある野生動植物の調査，公

表，それからおそれのある動植物の保護増殖の事業の関係をやっております。きょうは時間

も押しておるようですので２つのトピックをご紹介させていただければと思っております。 

 

 １つは，環境庁が順次見直して公表しておりますレッドリストの関係でございます。昨年

度，今年の２月になりますけれども淡水魚類のレッドリストを公表いたしました。その中で

かなりマスコミに取り上げられましたのは，メダカが入ってきたというところで，いわゆる

身近な小川といいますか，水辺，身近な田園風景，田園環境こういったものが本当に危なく

なっているというようなことで，取り上げられたわけでございます。そのレッドリストの関

係のことを，簡単にご紹介させていただきます。 

それからちょっとホタルとは外れてしまうのですけれど，せっかくの機会でございますの

で，今年の正月ごろから保護増殖の関係で絶滅のおそれのある種といいますと，やはりトキ

の関係がかなり大きなウエイトを占めてまいりましたので，トキのこれまでの経過をちょっ

と簡単に紹介させていただきます。あえてこじつけさせていただくならば，やはりトキを将

来的には，佐渡の山というか里に返していこうというような野生復帰を考えておりまして，

まさにここにあります人里・里地の環境つくりというところから実はやっていかなければな

らないという議論になってきております。 

 

 まず，これがレッドデータブックの見直しの分類ごとのスケジュールです。レッドデータ

ブック，レッドリストの経緯を簡単に申し上げておくと，世界的には 1960 年代に IUCN で絶

滅のおそれのある種が公表されました。我が国では平成３年，1991 年に初めて動物版を環境

庁が，植物版を自然保護協会と WWF が発表したということでございます。一度発表して済む
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ということではございませんので，状況の変化でカテゴリーの見直しがありましたものです

から，レッドデータブックも改定の検討を進めておりました。 

ちょうど平成７年ごろから改定を進めてまいりまして， 12年度に実は全部終わるという

ことになっております。上から順番に哺乳類，鳥類，爬虫類，両生類，汽水・淡水魚類，昆

虫，そして貝類，クモという順番になっております。最初は脊椎動物の方から始めました。

あとは植物，これはちょっと隠れておりますけれども，維管束植物とそれ以外すべて始めま

した。そして何とか現地調査も一部やりましたし，検討会もつくりました。最初に出ました

のがここの両生類と爬虫類で平成 9 年の夏に出てまいりました。植物も平成 9 年の夏に出て

おります。次に出たのが哺乳類と鳥類で，平成 10 年度になって 6 月ごろに出しました。最

後に，最近に出てきたのは，平成 11 年の２月ですけれども，汽水・淡水魚類がやっとまと

まってリストとして公表したということでございます。 

 ここで一般に言われておりますレッドデータブックとレッドリストの違いをもう一度簡

単にご説明しておきますと，レッドリストとしてここで公表しておりますのは，まさに種の

名前だけ公表しております。例えばメダカですとか，シマフクロウですとか，本当に種の名

前だけで，どういうランクにあるのかと公表したのがリストです。本の形にしまして詳細な

説明を加えたのがレッドデータブックということでございます。 

さて，ホタルも入っています昆虫類ですけれども，これもなかなか種数も多いものですか

ら時間がかかっておるのが実情でありまして，今のところリストを今年度中に出すべく検討

を重ねてい状況でございます。最終的にはレッドデータブックを 12 年度に出したいという

ことであります。 

 次は，現在のレッドデータブックでどれだけの種が絶滅のおそれにあるかという表です。

ランクでいいますと，「絶滅」というのが一番高いランクであります。それから「野生絶滅」

です。これがいわゆるトキのようなもので，野生下では絶滅したけれども飼育下では存続し

ているというようなものが入っています。次に「絶滅のおそれのある種」というカテゴリー

でありまして，今回新しいカテゴリーになりましたのが，高い順に１A 類，１B 類，２類と

なっております。もともと「絶滅危惧」と呼んでいたものが１類に相当しますし，「危急種」

と呼んでいたものが２類に相当します。「希少種」と呼んでいたものは，その下にある「準

絶滅危惧」というところに相当します。あとは「情報不足」というカテゴリーもここに入っ

ています。 

ここで「絶滅のおそれのある種」で別掲してありますけれども，ここだけちょっと読み上

げて紹介しておきますと，例えば哺乳類であれば，全種数は約 200 で，その中で 47 種が「お

それのある種」であるというわけです。それから鳥類であれば約 700 種のうち「おそれのあ

るもの」は 90 種ということですし，爬虫類でいえば 97 種のうち 18 種。それから両生類で
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あれば 64 種のうちの 14 種という具合になっておりまして，最近出した魚であれば 300 種の

うちの 76 種が「おそれのある種」と。脊椎動物の中では，平均しますと２割程度が全種の

中で絶滅のおそれがあるということになっております。これは植物ですけれども，特に維管

束植物の 7,000 種の中では 1,400 種が「おそれのある種」として公表・選定をされておりま

す。このような全体像が今の状況です。ちなみに昆虫はどうなっているかといいますと，昆

虫はまだ見直しの途中でございますので古いカテゴリーですが，全種数は約 30,000 種で，

今のところ「おそれのある」として出ているのは 38 種だけでございます。これは今まさに

見直しをしている中で，次の昆虫類の公表では大幅に増えるのではないかなと予想されます。 

 次は魚を簡単にご紹介したいと思います。汽水・淡水魚類は２月に公表されました。その

中でも，レッドリストに載ったということでマスコミに取り上げられて有名になりましたメ

ダカが，絶滅危惧２類に上がってきました。「絶滅のおそれのある種」の中では，１Ａ類，

１Ｂ類，２類という順番になっていますから，ぎりぎり入ってきた一種です。何百，何千と

見られるというところはあるわけですけれども，全国的にはどこにでもいたような，まさに

人里にいたメダカが，今では生息のポイントがかなり限られてきてしまったということで，

やはり「絶滅のおそれがある」という判断がなされたということです。 

あとはドジョウの類，特にホトケドジョウですけれども絶滅危惧の１Ｂ類に入ってきまし

た。これもやはり田んぼや水路ですとか湧水と関係の深い種だと思います。それからカワバ

タモツゴのようなもの。こういったものが「絶滅のおそれがある種」として入ってきたとい

うことが，今回の淡水でのレッドリストの特徴的なことです。もう１つ今回特徴的だったの

はハゼの類で，特に南西諸島を中心にハゼの類の調査が進んで，かなり入ってきていますし，

あとはミヤコタラオですとかイタセンパルですとかリュウキュウアユ，これらの生息地域は

かなり限定をされていて，前のレッドデータブックにも入っていたものが，高いところに入

ってきています。 

 

 次に，皆さんご存じと思いますけれども，日本産のトキでは，現在，佐渡トキ保護セン

ターの「キン」１羽残るのみの状況になっております。そんな中，トキという種自体がニッ

ポニアニッポンという学名も持っている，まさに日本の里地・人里にもとからいた種で，日

本と中国にしかいないわけですし，日本では日本産というものが絶滅になるわけですけれど

も，何とか中国との協力でもってトキを譲り受けて，佐渡のセンターで繁殖をするというこ

とが始まったわけです。ここが管理棟なのです。何カ所かケージがありまして，近縁種のホ

ウワカトキやクロトキの繁殖のために飼っていたわけです。今回は中国のトキを持ってきた

ということで，ちょうど今一般公開されてまして，このあたりから見ることができます。あ

とはここに展示館というのがありまして，ここで映像を出しております。 
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 本当にざっと走りますけれども，これが１月 30 日にちょうど中国の陜西省洋県のトキ保

護センターから日本にやってきました。１月ですから佐渡ではかなり雪も降ったりしたので

すが，もうすぐ繁殖が始まりそうでしたので，早く渡したいという中国側の意向もあり，何

とか繁殖期の始まるぎりぎりの１月の末に佐渡に運ぶことができたということです。名前は

「ヨウヨウ」と「ヤンヤン」です。これが来たばっかりの２月のときですけれど，どちらも

大体 1500 グラム前後です。３月，４月になって若干遅れて交尾の行動が見られるようにな

りました。それでご存じのように５月 21 日に卵を 4 個産んだわけですけれども，そのうち

有精卵だったのは２個，２つは無精卵でした。有精卵のうちの１つは，実は卵を産んで１週

間くらいで成長が止まっている状況でした。大体 4 週間弱で孵化しまして，それからは流動

食を与えてます。 

 これは 10 日くらいたったトキだと思います。トキは本当にすぐに成鳥になります。早け

れば２年で性成熟をしまして，次の交尾産卵に至るというものですから，孵化して１カ月も

たたないくらいで，大きさはもう成鳥と変わらないくらいに成長しているという形でござい

ます。６月末で羽ばたきを始めています。産まれて１カ月半くらいで，巣立ちをするという

ことで，鮮やかなトキ色がもう既に出ているというような状況です。 

 こういった形でトキの増殖事業を進めてきたわけですけれども，これもトキを１つのシン

ボルとして，トキだけが野生の中に帰っていって何羽もふえればいいという問題では当然な

いというのは，我々も認識してやってきたわけでございます。これは中国のトキの野生の状

況です。中国では野生で 100羽近くもいるといわれています。こういった，人がすぐ近づけ

るような川べりで，近くでは農業をしていて，トキと接するような形でやっています。たま

たまトキがシンボリックに言われていますが，トキを含めていろいろな野生生物を追いやっ

てしまったという反省に基づいて，今後の野生生物と人間との共生ということを考えていか

なければならない思っているわけでございます。 

 環境庁としても，今後も身近な生き物を含めた野生生物の保全ということに取り組んでい

きたいと思っています。きょうは，ありがとうございました。 
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農林水産省における自然環境保全の取り組み 

 

川合 勝（農水省構造改善局計画部資源課農村環境保全室長） 

 

 皆さんこんにちは。私，農林水産省の構造改善局計画部資源課というセクションで農村環

境の保全・保護の担当をしております。農林省といいますと，環境庁さんとはちょっと違い

まして，いわゆる経済省でございます。公共事業省でもございます。言ってみれば経済活動，

通産省などのいう企業活動と似たような面もございますし，それから建設省さんなんかと同

じように，とんてんかんと土方工事をするという一面もございます。そういう意味で，常に

環境問題の矢面に立つということも多かろうと考えております。 

ところが農林省の中をよくよく見てみますと，水産庁にすれば魚をとるためには，魚を繁

殖する，成長する，そういう場がなければ漁業というのは成立しない。それから林野庁にす

れば同じように木材の生産が持続的に行われることが必要だ。また畑，あるいは田んぼとい

うことで考えてみますと，安定的に，持続的に 100 年，200 年，1,000 年という長期を見た

ときに，どう農業生産が持続的に行なえ，食糧が安定的に供給できるかということを考えて

いかなければならない。そのことは，自然環境と人間の活動がいかに調和して，お互いが共

生し得るかということだろうと考えております。 

 

 農林省は，昭和 36 年に農業基本法という法律をつくりました。戦後すぐ，私たち，私も

含めてなのですけれども，お米が食べられませんでした。そういう中で食糧増産，餓死で国

民を飢えさせないというのが農林省の唯一・最大の目的でございました。 

その後，次第に食糧供給がうまくいって，その次に何が起こったかといいますと，農村地

域が都市部に比べて非常に経済発展が遅れたと。都市では，お酒を飲みながら楽しく過ごす

生活もできるし，あるいはラジオを聞きながら遊んでいることもできる，文化的な生活がで

きるという状態だったのですけれども，農村部ではカマとクワで腰をかがめて田畑を耕す。

肥料にすれば人糞を中心に使用する非常に重労働の時代というのがございまして，その中で

いかに労働を軽くし農業者の健康を維持していくか。あるいは都市に近い文化的な生活をど

うしてしてもらったらいいだろうかということを考えていたのです。その中で今，話題にな

っていましたメダカの問題にしても，ドジョウの問題にしても恐らくそういう中で，生産性

を向上させるという方策の中で問題になってきたことだろうと思っております。 

 

話が飛んでしまいますけれども，メダカの話にすれば恐らく圃場整備との関連，皆さん田

んぼの区画をきれいに四角にするというのはご存じだと思うのですが，田舎へ行けば場所に
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よっては真四角に圃場が 30 アール区画，最近では１ヘルタール区画と大きくなっておりま

す。あれは何でやっているのかということなんですけれども，１つは大型機械によって生産

性を，作業効率を上げようということ，それから圃場の中を乾かして，水稲の 10 当たりの

反収をふやしましょうということです。そうすると当然目的として田んぼを乾かさなければ

いけないのです。そうしますと，昔の水路といいますのは，用水と排水が同じ水路を流れて

いたわけです。そうしますと水面の高さは，圃場の高さと一緒だったのですね。魚は自由に

田んぼの中に入れましたし，田んぼからその水路の方に戻ってこれました。ところが乾田化

ということで，冬季には水を落とすようになりました。そうすると排水路と田面とは水が全

くつながっておりませんし，水路にしても用水と排水を分離しております。したがって夏場，

冬場を通して水田と水路の行き来ができなくなっております。水路も実はパイプラインにな

ってきて，維持管理を楽にしようと。 

ところが日本人というのは，「これが自然なのか」，あるいはまた「日本人の心の心象風景

とは何だろうか」と考えました。まさに，このホタルの会のホタルであり，先ほど出ました

メダカなんです。メダカが泳いでいる小川，里山の風景，朝焼けを見ながら，あるいは夕焼

けを見ながらカラスの飛んでいる風景，あるいは赤トンボの飛んでいる姿，これが日本人の

心の風景であり，また日本民族の恐らく文化の象徴なのだと思っております。 

 こんな話をしますと，今とどういう関係があるのかということなんですけれども，昭和 36

年に農林省が農業基本法ということで，農業・農村のあり方について１つの理念法をつくっ

ています。実は，本年度，農業基本法が廃止されました。廃止されて新しく「食糧農業農村

基本法」という法律ができました。昭和 36 年につくった農業基本法，いわゆる日本国憲法

の農業版というのが農業基本法ですけれども，その憲法が改正されて，先ほど言いました「食

糧農業農村基本法」になりました。この基本法では，実は４つほど理念を掲げております。

農業ですから，「食糧の安定供給」で国民を飢えさせない，これは当たり前のことだと思う

のですね。もう１つ新しい言葉として「多面的機能の発揮」という言葉があります。これに

ついてはのちほどご説明します。それから「農業の持続的な発展」，これは環境保全型農業

と言われるものの推進ということでございます。それから「農村部の振興」ということでご

ざいます。この４つを理念に掲げて，この４つの理念を達成すれば国民の方々には，安全と

安心というものを買っていただける。それから都市と農村が共生できるようになるのではな

いかと考えております。 

実は，都市に住んでいる方は，農村というのは例えば緑と潤いの豊かな地域と考えがちな

のですが，ところが農村に住んでいる人間から見ると，農村というのはそこで飯を食わなけ

ればいけない。いわゆる生産活動をしなければいけない。それから自分が生活する場所でも

あります。都市に住んでいる方々と，認識が全く違うところなのです。都市に住んでいる方
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は，たまたま旅行して田舎に行く，たまにじいちゃん，ばあちゃんのところを訪ねるという

ことで済むわけですけれども，そこに 24 時間住んでいる人間にしますと，その地域である

程度の利便性が必要なのですし，そこで働くことによってある程度の所得が必要なのです。 

こう言いましても私，多くの農業者の人と話し合いました。その中で農業者の方は，こう

言います。畑に３粒種をまきました。３粒の種のうち，１粒は地の虫に差し上げますと。１

粒は空を飛ぶ鳥に差し上げます。私たちはその１粒をいただければ結構ですと。この１粒を

いただいて生活ができるような条件，そういうものをやはり国民合意としてつくり上げてい

かないと日本の自然環境は守れないだろうと言っているのです。この中には，非常に重い意

味がございます。「私たちは農村で生活しているのですよ」という重い意味があるのです。 

先ほど環境庁からトキの話が出ました。佐渡にトキを飛ばします。トキと人間が共生する

ように見えます。トキというのはいわゆる田んぼと里山の境界領域に主として住む鳥で，渡

り鳥ではなくその地域に住んでいる。このトキが生きるために極端なことを言いますと，え

さ場がなければいけない。そうするとドジョウが豊富にいる。ドジョウが豊富にいる条件は

何だろうと考えたら，農薬を使わないこと。皆さん，農薬を使わないで，例えば佐渡で稲を

つくることき，イモチ病対策をすることの困難さをおわかりでしょうか。恐らく冷害年には

ホクブイモチで徹底的にやられて収穫は皆無になるでしょう。そういう中で，人とトキが共

生するためにはいかにあるべきか。都市に住んでいる方々，あるいは農村に住んでいる方々，

共に自然環境に対する責任を持たなければならない。責任を持つということは，それぞれ義

務を負うということなのです。その義務をお互い分かち合っていくということが必要なんだ

ろうと。 

実は日曜日の日に，千葉県の大原町にホタル水道というホタルの里がございます。そこを

ここに来る前に見てきました。ここは農業用の排水路でございます。排水路に１年間を通じ

て溜池から水を落とすと。水路は間伐材を使った木柵構にすると。低水式の格好で護岸しま

すけれども，高水式に水が流れてくるところは土水路にして，草が下から水面まで届くよう

に植生を維持する。この水路は誰が管理するのだろうか。年間３回から４回草刈りをして適

当に草が茂るように。それから排水路の通水阻害を起こさぬように。実は農村部にある土地

改良施設，いわゆる水利施設，用水路なり排水路なり，これらは農業者が自分たちの費用で

自分たちの労力で負担して維持管理しています。そこに自然環境を保全するというすべての

国民にあまねく利益を及ぼす，あるいはそうあってほしいと国民が望むことをやるのであれ

ば，そこから生ずる不利益・義務を広く多くの国民が負担しながらそれを維持管理していく

制度が必要になってくるのだろうと思っているわけです。 

 

 こう言いますと，何か農林省が一般の国民の方々に，「自然環境を保護するためにこれだ
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けお金が要るのですよと，これだけ労力が要るのですよ，負担してくださいよ」と言って押

しつけようとしているように聞こえますけれども，農林省は今年制定しました基本法の中で，

先ほど言いました多面的機能の発揮という問題。多面的機能という中には，国土の保全，水

田地は低辺地にありますから，ある一定以上の雨が降れば，そこは洪水で水が溜まり河川に

大きな負荷をかけないようになっています。そういう意味で大洪水のときは，まず農地から

冠水します。都市部は救われますよと，こういう仕組みになっております。そういうような

国土保全とか，農村部の自然環境，あるいはビオトープ，生態系をどう残していくかと，そ

ういう自然を保全していく役割を担っていかなければいけないということで，自然環境の保

全を多面的な中に入れています。 

それから水質の浄化という問題で，畑から流れたいろいろな雑排水等が水田に流れ込んで，

水田の中で一定の水質浄化をしながら下流に面々と水がつながっていくというような格好

になっている。こういう多面的機能というのは，農業生産，そこに住んでいる人間が利益を

受けるというのはもちろんですけれども，都市部の方々が旅行に来られ，あるいは通過する

際に心が潤う，あるいはホタルが眺められる，あるいはメダカを見れると，あるいはそのこ

とによって精神的にいやされると。こういう利益があるわけですから，そういうものについ

て何らかの制度的仕組みをつくって維持されるようにしていきたいと農林省はねらってい

ます。恐らく，ことしから来年にかけて，大幅に制度的な検討をして，言ってみれば，国民

が平等にそれを維持するための負担を行っていくような，そういう仕組みができ上がるのだ

ろうと思っています。 

それから，もう１つ農村部というのは自然環境という意味で非常に重要な役割になってい

ます。環境庁さんは「里地」という言葉を使っておられます。私どもは「里山」と，それに

連続する水田・畑ということで，実は適度に管理された２次的な自然というのですか，こう

いうところが生物の多様性という意味でいくと非常に豊富で数が多いということになって

おります。残念ながら里山といいますと，かつてはクヌギ林や松林があって，薪を拾いマツ

タケをとり，あるいは火つけのために松葉と拾うという格好で維持されてきたわけですけれ

ども，皆さんの家では，恐らく９割９分都市ガスかプロパンガスだと思うのです。 

薪炭の需要がなくなったということで里山は管理されなくなり，そういう里地にある集落

というのは非常に遠隔地です。１日に２本とか３本というバスしか通らない。もっとひどい

ところになりますと，恐らく役所の経費の節減なのでしょうね，あるいはバス会社の営利主

義なのだと思うのですけれど，バスを廃止してしまう。特にじいちゃん，ばあちゃんは車を

運転できませんから，そういう奥地に住んでいると，病気になってもなかなか病院に行けな

い。そういう条件があって，中山間地域ではどんどん人が離れていっている。結果としては，

中山間地の水田，いわゆる棚田が維持されず崩壊し，里山が荒れるということです。農林省
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の政策は，中山間地域でいかに人を定住させ，農地を保全するかという大きな仕事を始めま

して，来年度の予算では，中山間地域の一定の条件を持つ農家に対して直接保障制度をとり

ます。指導交渉ということで一定の金額を払って，持続的に棚田で生産活動をしていただく

ような仕事をやろうと考えております。 

それからもう１つは，今まで生産性の向上ということで，化学肥料なり，あるいは農薬等

に農業が依存し過ぎたという点が，率直に言ってございます。どうしても安い値段で高品質

のものを供給しようとすると，どうしても人の手をかけ過ぎるという点がございます。最近

の流れとして，持続的発展をするためには，最低限度の農薬あるいは化成肥料を使う。農薬

にしても，使ったら即，分解して有害性がなくなる。将来に対して禍根を残さないような農

薬にしようというような動きに変わっておりまして，環境保全型農業あるいは有機農法とい

うものにだんだんと移行しつつあります。そういうものを農林省の施策として，推進してい

くよう努力しているわけです。 

それからもう１つ，公共事業の世界では，私ども結構水辺環境整備事業だとかあるいは漁

礁ブロックの入った水路をつくろうとか，あるいはホタル水路をつくろうとか，そういうこ

とを実際やっておりまして，大きなダムなどの工事の際には，そこにいる貴重な野生生物な

どは，やむを得ない場合には移植作業をする。例えば，ギフチョウのカンアオイなどは移植

してカンアオイの群落をつくり上げるとか，そういう保障措置をしながら工事を進めている

という状況です。 

いずれにしても，人間と環境の共存という問題は，農林省が生命産業であるということか

ら考えると，ここをいかに調和し，環境を保全しながら人間が生きていけるように工夫を凝

らしていく，知恵を凝らしていくというのが恐らく農林省の行政の中の非常に大きな柱にな

ってくるだろうと考えております。 

 

今後，区画整理，圃場整備事業あるいは灌漑排水事業などが行われるときに，いわゆるパ

ブリック・コメント制度といって，一般の方々が意見を言うような機会がつくられると思い

ます。そういうときに，例えばここにはホタルがいるのだからホタル水路をつくろう。ホタ

ル水路を工事の中に盛り込んでください。そのかわり工事で費用がたくさん要る分，その後

の維持管理は 100 年，200 年しなくてはいけないわけです。維持管理する場合は，私たちが

やっていきますというように，ホタルを求めるだけでなくて，自らが参加し自らの責任でホ

タルを未来永劫にわたって生息するように努力をしていただきたいと思います。 

私ども農業，農村という意味で，日本の国土の７割近いところを管理しております。そう

いう意味で，皆さんが主張を持って事業に参加されてくることを非常に期待しております。

ぜひこれからもそういう地域，そういう場面に接しましたら，忌憚なく意見を言い，意見を
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言ったかわりには，自分たちがそれぞれに責任を持って参加をしていくと，そういう姿をと

っていただければ，ますます日本の農業，農村が活性化され，日本の国土が潤いと緑と水に

満ち満ちた，そういう地域に成り得るのだろうと思います。ぜひ，よろしくお願いいたしま

す。 
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建設省における河川環境の保全への取り組み 

 

足立 敏之（建設省河川局河川環境課専門官） 

 

 皆さんこんにちは。建設省河川環境課の専門官の足立と申します。ご紹介いただきました

が，私，建設省に入りまして 20 年くらいになります。大体河川端を歩いておりまして，中

でもダム関係を長くやってきています。秋田県の田沢湖のすぐそばにあります玉川ダムとい

う大変大きなダムがございます。また，神奈川県の宮ヶ瀬ダム，これもダムの高さが 156 メ

ートルある大きなダムでございますけれども，この２つのダムを建設省に入ってから現場を

担当させていただきました。そのほかにも，本省におりますときは，河川局の開発課に長く

て，よくご承知の長良川河口堰というプロジェクトも平成 2 年の 4 月から９年の秋まで担当

しておりまして，そのころにようやく川の環境がどうあるべきかを考えさせられた次第であ

ります。それ以降は，環境にかかわる仕事が結構多くて，そのあと宮ヶ瀬ダムに行きまして

ダムの工事もやっておりましたけれども，矢島先生にお手伝いいただきながらダム湖の周辺

にビオトープをつくったり，環境対策にかなり力を入れた経験がございます。その後，ダム

水源地環境整備センターという外郭団体に出ました後，今現在，河川局の河川環境課という

ところで主に川の自然環境をどうやって復元していくか，あるいは水質の保全をどうやって

いこうか，さらに，最近ではそういうハードな面だけではなくて，ソフトな面ということで，

川を環境教育のフィールドとしてどう使っていこうか。「川に学ぶ」と言っていますが，そ

ういう活動をしたり，我々の仕事自体，役所側だけの努力ではもう限界にきていまして，流

域の住民の皆さんや一般市民の方々との協力が不可欠だということで，パートナーシップに

よる川づくり，川の管理，そんなものも今議論しながら進めているところでございます。 

 

最初に，日本の川の環境を皆さんはどう思っていらっしゃるでしょうか。戦後の高度成長

期にはコンクリートを使って三面張りにしてという批判を浴びましたけれども，そういうよ

うな流れの中から今再び川の環境をどうやって回復していこうかという動きが出てきてい

ます。そういったところを私なりに整理させていただきます。その後，スライドを 50～60

枚持ってきましたので，それを見ていただきながら，今の川の環境がどのように変わりつつ

あるのか，これから新しい世紀に向けて私たちが川に対してどういうような働きかけをし，

保全をしていくべきかということを皆さんとご一緒に考えていきたいと思います。 

 

この辺は，ご説明しなくても皆さんよくご承知と思いますが，わが国の川の特徴を簡単に

申しますと，気候条件が非常に厳しい。集中豪雨ですね。欧米なんかと比べましても集中し
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て降ります。それから山地が多くて地形が急峻で，断層だとかそういう地質の弱いところが

非常に多いという特徴があります。さらには，川が短くて急勾配で，出水時と渇水時の流量

の差が物すごく多いというようなことがあります。あと，社会的な条件として，氾濫源に人

が住まざるを得ない。氾濫源というのは，我が国の国土の 10％なんですけれども，そこに約

2 分の１の人が住み，4 分の３の資産が集中しているというような状態になっています。 

そんな社会的条件の中で，我が国の治水対策というのは江戸時代以前からずっと展開され

てきましたけれども，江戸時代はやはり戦国時代からですが，大名が自分たちの地域を守ろ

うということで，水を治むる者は国を治めるということでやってまいりましたが，明治時期

に入りましてオランダを始めとする近代土木技術といったものを導入して本格的な治水対

策みたいなものが始まりました。戦後，高度成長の時代に我が国の経済成長の中で，人々の

生命・財産を守るということが必要になってまいりまして，技術力で川をコントロールする

というような方向で川の制御をやっていたわけです。そういったことが，非常に厳しい状況

に今なってきているということを感じ始めております。 

 

私なりに，今までの川の行政的対応が，どういったところに問題があったかを整理しまし

た。1 つは国土管理，国土計画の視点が欠如している。川というのを線で見まして，ここが

溢れたから直す，ここは堤防が切れたからこうするというようなことが行われてきたわけで

す。もっと流域というような広がりで国土管理的視点を持たなければいけなかったのに，そ

こが欠如していたというのが大きな問題だったと思います。 

それから異常時だけ見てきた。洪水，大きな洪水があったらこうしなくてはいけない。あ

るいは厳しい渇水があったらこのようにしようということばっかり考えて対処して，日常的

なところをどうも忘れてしまったということがあります。 

それから，川の中だけで物事の解決しようとしてきまして，流域という視点を欠いてきた

ということがあります。さらには，私は河川技術者でありますけれども，機能重視，効率一

辺倒という時代がありまして，安易にコンクリートとかに依存してきたということがありま

す。さらに，技術力ですべてコントロールできると思っていて，どんな規模の洪水だって我々

が守ってみせるというような時代が確かにあったのではないかと思いますが，今やそういう

ような時代ではない。大きな災害とも共存していかなくてはいけないという時代になってき

ていると思います。 

あと 1 つは，これは受け側と発信側とに共通するのですが，河川監理者にすべてをお任せ

というようなことが問題だと。私の方から言うと，私たちに任せていただけば何でも解決し

ますよという自負は確かにあったと思うのですけれど，やはり無理があったということ。逆

に言うと，住民の皆さんも河川監理者に任せておけば何とかなるのではないのというような
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安易な関係にあったように思います。 

今，言いましたような問題がありまして，川の環境というのが戦後かなり悪化してきまし

た。1 つは河川構図が非常に単純化した。町の中で皆さんがよく見ていらっしゃるように，

直線化したコンクリート漬けの川。それから，川の本来のダイナミズムといいますか変動性

みたいなものも当然のことながら川をコントロールすることによって失われてきている。そ

れから水質の悪化，水循環の分断，そういう問題に起因するさまざまな問題が生じてきてい

ます。人と川の関わりの希薄化も大きな問題だと思いまして，先日の玄倉川なんかは，そう

いうことを象徴的に表しているのではないかと思っています。 

 

ここから何枚かは東京の多摩川の中流といいますか，羽村というところあたりの写真を見

てもらいます。ちょうど東京都民の水を大量にとっているところのすぐ下流です。左側が下

流で，右側が上流です。右側のすぐ上流に上がったところに，今，言いました羽村堰があり

ます。これが昭和 22 年の多摩川の状態です。見ていただければわかるように非常に川原が

発達していて，低水路を流れている水が網の目状に流れているという状況がわかるかと思い

ます。 

その少し後の昭和 36 年，小河内ダムができ上がるころです。ギザギザしているのは，砂

利の採取が行われておりまして，先ほどの大量の砂利のある豊かな川原を持った川がこうい

うように刻まれているというような状況です。 

多分，砂利の採取はそろそろ制限を受け始めている時代だと思います。この辺から少し緑

が出てきたのがわかると思います。川原の部分を減りまして，川の流路自体も１カ所に固定

化されてきています。 

これが平成元年です。緑が大変豊かになってきています。川原の部分が大変減ってきてい

まして，流路が本当に固定化されてきております。一番右端のところに，さっき言いました

羽村堰というのが見えています。 

これが最近の平成 9 年のものですが，さっきよりもさらに緑がふえて，それから稼動の部

分が固定化されてきています。最初の川原の発達していたところから比べますと，50 年の間

に川は物すごく大きく変化してしまいました。 

この変化がなぜあったのかということは，皆さんもよく考えていただかなくてはいけない

とは思います。上流側に小河内ダムができて大量の水を出水し始めたということと，周りの

土地利用がずいぶん変わっているのがわかると思います。そういったことからかなり富栄養

化した水が流入している。川原に緑が多いのは，ほとんどがニセアカシアで外来の植物ハリ

エンジュです。上流の方で恐らく緑化か何かに使われたものが流れてきてここに定着した。

それで，この環境を良しとするのか，それともこの環境をどう評価するのか，そういったと
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ころが難しいところだと思います。まず緑があって，自然の豊かさは感じますけれども，そ

れが外来の植物だと明らかになったときにどう評価するのかが大変難しい問題です。 

 

多摩川の河川環境管理基本計画の中では，ここは自然保護ゾーンで手をつけないことにな

っておりますけれども，我々の中では，ひょっとしたらこのハリエンジュは取った方がいい

のではないかというような議論もありまして，これから住民の方々とそういった議論をして

いこうと考えているところです。それはなぜかといいますと，本来外来性の植物が日本の川

の環境に入ってきている。それをそのままにしておくべきなのか，本来あった日本在来の植

物の潜在的な環境に戻していくのがいいのか，そんな議論を今しているところであります。 

 

今こういう問題提起をさせていただきましたけれども，我々これから川を考えるときに，

どういう視点が必要であるかというのを，私なりにちょっと考えてみました。１つは，365

日の川ということで，日常的に川を評価していかなくてはいけない。洪水のときだけ，ある

いは渇水のときだけ川を見て，ああ大変だという話をしていても，環境というものが着いて

きませんので，365 日の川を見るというのが必要。それから，川の個性の尊重というのが重

要でありまして，その川の持つ本来の特性，さっきの多摩川砂の多い状態というのは，戦後

の荒廃の時期の特徴なのかもしれませんし，もともと日本の川が持っていた特長なのかもし

れませんし，そこまではちょっと我々も解明できておりませんけれども，その本来の個性が

そういうことであるなら，そう戻していくのが正しいことであるのかもしれない。そう思っ

ております。 

それから危機管理の視点が必要だと。先ほどから言ってますが，災害の被害は際限がなく

て，全部自分たちの技術力でコントロールできるというようなことではなく，一度被害が起

こったときに最小化していくという視点が，今や重要だと思います。あとは水循環の健全化。

こういう流域の視点で川を考えるときに，線で考えるのではなくて，循環という機構の中で

考えなくてはいけないと思います。さらには，その延長線上でその流域を考えるときには，

街づくり・地域づくりとかの連携も必要ですし，当然そこに住んでいる人たちとの連携・パ

ートナーシップも重要になってきていると考えております。 

 

このような大きな流れの中に今，川は置かれておりまして，そんな中で今私たち，河川環

境を担当している者はどういうことをやっているかということをご紹介します。 

まず第 1 点は，河川法の改正でございます。２年前のことになります。平成９年の６月に

河川法の改正を行ないまして，従来，治水・利水ということしか書かれてなかった河川法の

目的に環境というのを入れました。先ほど，農林水産省の方からお話がありました農業基本
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法というのが農林水産省の憲法だということでございますけれども，河川法というのは私ど

も河川監理者の憲法でもありまして，そういった法律を大きく変えて新しい時代に踏み込ん

だということであります。 

その際に環境の位置づけだけではなくて，計画づくりのシステム自体に市民参加システム

というのを取り込んでおります。去年もこの会に出てきていろいろ紹介はしましたけれども，

あまり動いていないので偉そうには言えないのですけれども，多摩川では今，流域協議会を

つくり始めまして，皆さんと川の計画を一緒に練っているというような状況になっています。 

そのほか河川法の改正をしまして，従来試行的にやっていました多自然型川づくりを全面的

に実施するというように転換しておりますし，さらにそういったものに必要な調査研究もや

っておるところでございます。 
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生きものから見た東京の河川 

 

今本 信之（東京都環境保全局水質保全部水質監視課課長補佐） 

  

 ただいまご紹介にあずかりました東京都環境保全局水質監視課の今本と申します。私の仕

事は，都内河川の水質監視，それから生物調査をやっております。東京都では昭和 46 年か

ら河川の水質監視をやっておりまして，また昭和 55 年からは河川の生物調査もやっており

ます。きょうのお話はそれらの結果をもとに，都内河川の現況と今後の取り組みについてご

案内したいと思います。 

 

 水環境，河川環境というのは，ここに書いてございますように，水質・水量・水中生物・

水辺環境というこの 4つで成り立っていると。これらの 1つがなくなっても，不都合な状態

になって河川全体としてはだめになってしまうということです。その 4 つのうち，まず水質

についてちょっと説明します。河川については，全国的にそうなんですけれども，環境基準，

類型指定というのがなされています。この環境基準というのは，その河川をどのような形で

使っていくか。要するに利水目的ということでもって，その環境基準Ａ類型ですとか，Ｅ類

型ですとか，そういう形でもって区分しております。都内のそれらの状況というのはこの図

のとおりです。小河内の多摩川の上流部はこのＡ類型で，一番厳しい基準，BOD ですと１mg

／l というのが適応されています。それから，例えば綾瀬川では，Ｅ類型という状況が適用

されています。これは平成 10 年度のデータでして，青色の棒グラフにつきましては基準に

対して下回っている部分，赤い色のものについては基準に対して上回っている部分です。都

内の河川が先ほど言いました環境基準に対してどのような状態かというのを，環境基準適合

割合というような形で出しております。これは昭和 46 年当時から着実に改善されつつあり

ます。細かい河川などで見てみますと，一番上にございますのは隅田川で，測定開始当初と

いうのは 20mg／l くらいの BOD があったものが，これがずっと減少してきている。それから

空堀川といいまして，東村山近辺を流れている河川ですけれども，これらについても大幅な

改善が現在行われております。ただ，すべての河川がこのように改善されているわけではご

ざいませんで，浅川という川で八王子の中間部を流れている河川ですが，これらの河川につ

いてはあまり改善されているとは申しません。むしろ悪くなっていると言えるかもしれませ

ん。 

全体として河川の水質がよくなってきた原因といたしましては，これは隅田川の事例です

けれども，棒グラフは下水道の普及率の状態です。それに対して折れ線グラフの方は，水質，

BOD であらわしておりますが，このような形でもって下水道の普及というのが非常に大きな
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原因になっております。もう 1 つの理由といたしましては，私どもの方でやっております事

業所上の排水の規制というのがあります。その結果，こういうような状況に改善されたもの

と思います。 

 

 次に水量について申し上げたいと思います。大きな４つの部分の中で河川水量というのが

あるのですけれども，河川水量は，水質が先ほどよくなったと申し上げましたが，河川水量

に関して見ますと徐々に悪化しているのではないかというような感じを受けております。こ

れは先ほど野川の事例を建設省の方が出しましたけれども，野川の天神森橋というところの

水量の状況です。これは，経年的に見ると大きく減少の傾向にあります。 

 この原因としましては，１つには下水道普及率の上昇があった。昭和 40 年代の都市河と

いうのは，芭蕉の俳句の「五月雨をあつめて速し最上川」をもじって言うならば，「排水を

あつめて速し都市河川」というような言い方が当たっているのではないのかと思います。そ

れらの家庭排水ですとか事業所排水というものが，下水にのみ込められるようになって 1 つ

の原因としては河川流量が減ってきたということです。そしてもう 1 つの理由というのは，

これは下水の普及にもつながる部分なのですけれども，都市化の発展ということで，今まで

水田や畑，山地，雑木林そういうようなところでもって水が地下に浸透していた。そういう

ような部分がコンクリート化される，宅地化されるということで，要するに雨水の浸透率が

減ってきている。不浸透舗装というのがふえてきている。不浸透率の増加というのがこのグ

ラフにございます。上が区部で，下が多摩部ですけれども，多摩部においても，不浸透率と

いうのが徐々に増加してきて，それに伴って雨水浸透率というのは減っております。 

 これは野川の写真なんですけれども，野川というのは大岡正平の「武蔵野夫人」の中でも

有名な「ハケ」という言葉がありますが，国分寺外線沿いに沿って湧水を集めていた川なの

です。この写真自体は通常時の状態ですけれども，渇水になりますと，この野川もこのよう

な形で完全に水が切れてしまうということです。そのような湧水の減少，それらをいかにし

て対策をたてていくかということで，東京都が今補助事業としてやっておりますのが，屋根

雨水の浸透枡の装置に対して補助金を出しております。今までは屋根に降った雨というのは

すべて下水の方に流れてしまうのですけれども，それを雨水浸透枡と申しまして，穴をあけ

て，そこに砂利等を敷きまして雨水浸透性をよくするという方法をとっております。 

 

 次に水辺環境というものについてお話ししたいと思います。水辺環境，場所によっては，

水辺地というような呼び方をいたしますけれども，水辺環境というのは，ここにございます

ように河床であり護岸であり，そして河畔林，水際の植物，そういうものを含めた状況を水

辺環境と申します。例えば，護岸が整備されるとどのような状態になるかと申しますと，こ
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の真ん中の絵にあるような状態でウナギなどのような穴を掘ってすむ生物にとってみると，

護岸があることによって穴が掘れません。きょうはホタルの話が出ておりますが，ホタルな

んかについてもこのような護岸が整備されてきてしまうと，羽化というような形のものがで

きなくなってまいります。 

それと河川というものには瀬があり淵があるわけです。瀬というところは水の流れが速い

ですから，速くて，また泡立っておりますので酸素の供給がある。それに対して，淵という

のは水の流れが緩く，有機物やえさになるようなものが沈殿していくというようなところに

なります。そのような瀬と淵の両方持つことによって，河川というものが多様な種類の生物

を生育していくことができるわけです。 

それに対して，沢の護岸整備または河床の整備等を行ないますと，水の流れとしては速く

なってしまう。早瀬の状態になってしまうと。このような状態になってしまうと，例えばレ

ッドデータブックなどで問題になっていますメダカなどについては，生息自体ができません。

メダカが減少してきたというのはそれだけの理由ではないと思いますけれども，水流の均一

化・河川の均一化というものが 1つの大きな原因になってきているのだろうと思います。 

 

 それではもう 1つのものである水生生物についてお話ししたいと思います。先ほどは水質，

水量，水辺環境それから水生生物というのは同一のものだと私どもは申し上げましたけれど

も，私自身の考え方としては，水生生物をいかにはぐくむかが，その要素として水質であり，

水量であり，水辺地というのがあるというように考えております。私の方では昭和 55 年か

ら水生生物調査を続けておりますが，どんなことをやっているかといいますと，水生生物の

中では，魚類，底生動物，それから珪藻というものをやっております。これが底生動物の姿

です。このようなものを見て，水質が良い，悪いという判断ですとか，どんな種類が優先種

になっているかというようなことを調査しています。 

 この地図は東京都管内での生物調査の地点図を掲げております。その生物調査の結果をま

とめてみました。この絵は，1930年当時の東京にいたと言われる魚です。真ん中あたりにい

ますミヤコタナゴオ，ムサシトミオなどというのもこの当時は東京の川にはおりました。し

かしその後だんだんと水質の悪化ですとか，河川構造がいろいろと変化してきまして，これ

は 1980 年代ですが，ムサシトミオにつきましては完全に絶滅しました。1980 年代のころの

特徴としては，オオクチバスのような移入魚が見られるようになりました。このごろは水質

の良化によって魚の種類数は増えてきていると思います。 

これは１例なのですけれども，空堀川というところの生物の状態です。この空堀川という

のは，昭和 50年くらいまでは東京都の中でも一番水質として悪いと言われていたものです。

昭和 50 年代では BOD で 60mg／l くらいの数値があったというところです。この事例では，
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はっきりと種類数が増加してきていると。珪藻や底生動物などでも種類数が増加していくと

いうことが河川にとってはよい兆候であると思います。 

 これは秋川と平井川という都内でも割ときれいな河川の底生動物の個体数をグラフ化し

たものです。真ん中あたりで種類数がずっと減ってきています。その原因について述べたい

と思います。河川というのは，河床の中には浮き石というものがあります。この浮き石とい

うところには空隙等があいていまして，酸素の供給などがいいですから，ここではカワゲラ

ですとかトビゲラとか酸素をたくさん必要とする生物がたくさん生息できるのです。ただ河

川流量がどんどん減ってきてしまったりしますと，細砂ですとか泥とかが入ってきて，石が

沈んでしまいます。こういうのを沈み石といいます。こういう浮き石の状態から沈み石にな

ってきてしまうと，特にトビゲラのような生物は減少してきてしまいます。より酸素が少な

くても済むような動物に置きかわっていってしまうのです。先ほどのグラフにつきましては，

秋川でもこのうような状態が起こっていたのだろうと思います。もう 1つの例としましては，

礫を好むカジカというものが昔はたくさんいた。しかし，このような状態になってすめなく

なりますので，カジカはいなくなり，逆に砂地を好むシマドジョウのようなものが出てきま

す。このような変化が秋川などでは起こっています。その原因としては河川流量の減少とい

うことを言いましたけれども，1つにはダムができることによって河川が氾濫をしなくなり，

洪水にならなくなるということ。洪水とか大雨によってフラッシュといいますけれど，一気

に流れてくることによって石が動いてくる。そのような現象がほとんど少なくなってきてし

まったためではないかと言われています。 

 これは谷地川という八王子に流れる川です。ここでは底生動物の個体数を出しております。

水質的に昔と比べると改善がされつつありますが，水がきれいになることによって，このよ

うに個体数が減ってくることがあり得るのだということです。この個体というのは何かとい

いますと，わりと汚れたところに生息しているミミズとかイトミミズの類がこのような個体

数の大部分を占めていたわけですけれども，水質がよくなることによって，有機物が減った

ために，これらがだんだんと生息しづらい環境になってきたというような事例です。 

これはやはり八王子に流れております川口川についての話です。河川においては源流域の

保全というのが，その後の河川の良化にとっては必要なことだということを申し上げます。

川口川は，今都内の河川の中でもワースト３には必ず入ってくる河川です。このような河川

においても生物というのはすんでおります。例えば，コイやモツゴ，ユスリカやシマイビル

など汚濁に強いものはすんでおります。ここからせいぜい 10 キロくらい上流の橋において

は，アブラハヤやチラカゲロウのような比較的清流にすんでいるようなものがおります。川

口川は，この部分においては今は非常に悪いわけですけれども，これらがいろんな施策によ

って，例えば下水道が普及してくるとか，家庭雑排水に対する対応をとっていくとかいうよ
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うな形をとっていけば，この川自体も非常によくなっていく。水質的によくなってくれば，

ここらにいた生物は流下してきて，こういうところで十分にすめるような形になっていくだ

ろうと思います。こういう源流域というようなものは，これから今は都市化の波にさらされ

ていますけれども，何とか保全をしていかなければならないだろうという話です。これで終

わりにしたいと思います。 
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＝総合討論・質疑応答・まとめ＝ 

 

司会：本多和彦（日本ホタルの会理事） 

 

本多： それではご質問が今のところ出てこないようですので，１つ，会長の方から口火を

切っていただいて，少し壇上で盛り上げていきたいと思うのですが。 

 

矢島： 今，環境庁の方がトキの話をしてくださいました。私も長いこと動物園におりまし

て，トキのために中国へ行ったり，佐渡へ行ったりしましたので懐かしかったのですが，大

分状況が違ってきたと思いました。足立さんの川の写真は，僕も前にちょっと見たことがあ

りましたけれど，三面張りというのは，もう今はやっていないだろうと思うのですが，その

辺はどうでしょうか。あったら教えてください。 

 

足立： 建設省といっても大きな組織でございますので，建設省の工事事務所があり，また

県の土木部がありということで，末端まで神経が通うようになるには大分時間がかかるとい

うところがあって，実際に法律まで変えて河川法の中に環境というのが位置づけられると，

三面張りはやっていないと。しかし，法律違反なんですけれど，現実問題としてはその通り

やれていないところがあると思います。ただ，これから大きく転換していこうとしていると

ころなので，なるべく皆さん方もそういった川の仕事に携わっている連中をバックアップし

ていただければありがたいと思います。 

 いろいろ各地で施行が始まっておりまして，いろいろな努力はしています。ただ，川の個

性というのをどのくらい把握できているかということは非常に重要な問題でございまして，

その把握を間違っていると，「えっ」というような川の整備をしてしまっているところもあ

るのではないかと思います。最近，コンサルタントなんかで設計するメンバーも，十分そう

いう経験がないままやってしまっているときもありますので。 

いずれにしても，結果を急がないで，少しずつ状況が変化するのを見ながら整備していく

というような方向に今後何とか変えていきたい。最近，生態学でもアダプティブ・マネージ

メントというような言葉で言われていますけれども，いろいろ触ってみて，その反応を見な

がら整備の手法を考えていくというような，そういうやり方をなるべく我々の整備に生かし

ていきたいと思っています。 

 

矢島： 今のことは，どうですか，環境庁の方は。 
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植田： 環境庁として考えるに，アセス法が平成９年にできまして，施行がちょうど 12 年

ですから，ついこの前施行になりました。こんな時代背景もありながら，河川法も変わりま

したし，いろいろと状況も変わりつつあると。昔は開発と自然保護というと何か相反するも

のということできていましたが，最近は本当にお互いよいものをつくっていこうという土壌

が，少しずつできつつあるのかなという感じを最近特に感じます。 

 

本多： ありがとうございました。いかがでしょうか，会場の方から。どうぞ。今，マイク

がまいりますので。 

 

質問者： 矢島先生にお願いします。ホタルのことで，ヒル対策に温泉の水を入れたり，い

ろいろ薬品を入れたりしてどのように退治しているか。もう 1つは，ジグザグしたコンクリ

ートの暗渠がありますが，幼虫がさなぎになるときに，陸の方へ上がるときに，何か配慮が

されているのかということを質問します。 

 

矢島： ヒルの話ですか。温泉を入れている。 

 

質問者： 九州の人がそういうことを言っていました。 

 

矢島： そうですか。それで効果があったというのですか。 

 

質問者： あるらしいですね。自慢していましたから。 

 

矢島： そうですか。温泉もいろいろな種類があるだろうと思いますが，恐らく私がさっき

１例を挙げました塩分，あるいは他のイオン，ナトリウムイオンですとか，それが入ってい

るのだろうと思いますね。つまりヒルは塩分には非常に弱いのですね。それは水族館屋では

常識なんですね。ですから，私が上野に７年いましたけれど，ヒルは全く問題がないのです。

それは塩で洗えばいいのだと，もうそれで終わっちゃうわけですよ。私はとっくの前にそれ

は知っていたのですけれども，それをやらない。やはりホタルというのはたくさん出た方が

すばらしいのですよ，見た目にね。たくさん出すということだけを目標にする人がいるので

すが，それは間違いではないかということを言いたいのです。 

最近，行き過ぎではないかと思っているのは，里親制度なのです。ホタルの里親制度はみ

んなやっています。これがなぜ問題かというと，自然では幼虫が９カ月生きるのです。それ

を小さなうちに「さあみんな育てて」といって家へ配って，学校から持ち帰って一生懸命育
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てる。年を越して次の３月ごろ放流会をやるのです。そうすると，９カ月のうち大部分水槽

で飼ってしまうわけです。それで，サナギになる寸前を放して，そうすると，もう何千とい

うホタルですよ。ただ見事に飛んでいるのです。これで，「みんなよかったね」ということ

になる。これは，環境問題から切り離していることになると思うのです。 

私の考えでは，カムバック・サーモン運動というのもだめだと思う。だって，サケがいな

い川に，サケに戻ってこいというのは生物地理的におかしい話なんです。ところがそういう

生物地理的な問題ではなくて，自分が育てたサケに「帰ってこいよ」という期待を持ってや

るというのは，いかがなものだろうかと。実は，それに里親制度がだんだん似てきているよ

うに思うのです。幼虫がその環境の中で，どんな条件で来年まで過ごせるかが問われる。と

ころがそこまで人間が全部やって，たくさん飛んだほうが勝ちというような感じを昨年見ま

して，これでいいのだろうかと。つまり，環境問題から切り離しているのではないかと，そ

のヒルの話で思い出したものですから。 

 

本多： ありがとうございました。そのほか，会場の方いらっしゃるでしょうか。 

 

質問者： 庄屋と申します。建設省の足立さんにお聞きしたいのですが。川に環境という要

素を取り入れてということで，大変いいことだと思うのですが，２つ，ちょっとお伺いした

いのです。1 つは，先ほど多摩川にハリエンジュがいっぱい生えていたということでしたが，

確かにいろいろなところで生えているのですが，あれを日本のものに変えるとしたらどんな

ものが適切なのでしょうか。 

それともう１つ，堤防なんですけれども，堤防は木がなくてずっと原っぱみたいな感じの

ところが多いのですけれども，堤防に木を植えるというのは，堤防の構造上いろいろ問題が

あるだろうというのはわかるのですが，堤防上に木を植えてもっと散歩しやすいというか，

川に親しみが出てくるような，あるいは日陰ができるような，そういう工夫というものは可

能なのですか。 

 

本多： では，お願いします。 

 

足立： １点目は，先ほどお見せした多摩川のハリエンジュのかわりになるものということ

でしょうか。よくわからないのですけれど，なぜ，あそこに今ハリエンジュが生えているの

かということをよく考えないといけないと思います。さっき言いました上流に小河内ダムが

あり土砂の供給が少なくなってきている。それから羽村堰で大量に水をとって，ふだんは２

トンの水しか流れていない。たまに出水があるときにどっとくると。また，上流の開発が進
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んで富栄養化が進んできているというようなことで，ハリエンジュが生えていると。 

私が思っているのは，もともとあった川原の状態に戻していくのがいいのかなと思ってい

ます。そうすると，川原の植生でカワラノギクだとかカワラハハコだとかカワラサイコだと

か，いろんな川原の植物が戻ってくるのではないかと思いますけれども。ただ，50 年前の状

態と既に変わっていますので，ハリエンジュを除いた場合に同じような樹林化をするという

ことであれば，もともと多摩川にあるヤナギの類だとか，もうちょっと乾燥しているところ

だと，ハンノキだとかそういうことになるのでしょうか。そういったものがある方がまだ多

摩川らしいのではないかと思っております。できれば基本的には，もともとあった川原の植

生みたいなものは，なるべくたくさん出るような環境に何とか戻らないかなと考えています。

そのために人の手を入れる人工の洪水を起こすかわりに，たまにブルドーザーを入れて掘削

するというようなことが許されるのかということもあるのですけれども，そういうようなこ

とも場合によっては考える必要があるのかなと思っています。 

もう１点の堤防の話ですけれど，いわゆる「かみそり堤防」といいますような多摩川の下

流の方の狭い堤防だと，木を植えると台風のときに大風が吹いてそれが倒れてしまって，そ

このところが洪水で水が上がってきたときに弱部になるということがあるので，そういうと

ころはだめなんですけれども，最近やっていますことは「スーパー堤防」といって，物すご

く堤防を大きくして土盛りを大きくして木を植えたりできるような場をつくっているとこ

ろがあります。荒川の下流部だと，いわゆる堤防ののりの勾配と僕ら言っていますけれども，

非常に急ですが，それをすごく緩やかにして，そこに桜を植えているようなところもありま

す。その堤防自体の構造を何とか見直すことによって，そこに植林するとか，そういったも

のを配置することは可能だと思います。そのときにはやはり沿線の都市計画や地域計画と一

体になって川を考えていくことで，うまくやっていけるようになるのではないかと思ってい

ます。 

 

本多： ありがとうございました。よろしいですか。 

 

質問者： 神奈川県の津久井郡からやってきました。建設省の足立さんにお尋ねします。先

ほど足立さんのお話の中で，宮ヶ瀬ダムというお話がありました。私は宮ヶ瀬ダムの比較的

近くに住んでいますもので，その宮ヶ瀬ダムの新しい親水公園の動植物，昆虫などのモニタ

リングをなさっているということですけれども，あそこの上流のところにちょうどホタルが

出そうな川があります。私は，あそこへ行くときに，ここでホタルが飛んだらすごくいいだ

ろうなと思うのですけれども，今現在はホタルがいませんよね。そういうところにホタルを

積極的に放流するとか，もしそういう話があるとしたら拒否するのでしょうか。それともい
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かがなのでしょうか。 

本多： これは，まず足立さんから直接お答えいただいて，その後，矢島会長の方からもち

ょっと一言いただいた方がいいかなと思いますので，お願いします。 

 

足立： 宮ヶ瀬ダムは矢島先生や柴田先生のご助言をいただきながらダムの環境に関する懇

談会をつくって，そこでいろいろ議論しながらビオトープの計画を立てやってきています。

ですから，そういったご提案があったときには，そういう場で議論することになると思うの

ですが，私の個人的な意見を申しますと，いわゆる自然の遷移をとらえる。そこの環境に接

するような，そういう場を提供しておりますので，ある意味でゾーニングをしながら地域分

担をしているのです。そういう中で成立する部分があればホタルを放流することは可能だと

思います。ダムでビオトープをつくった例はまだ少なくて，放っておくとどんなふうに変わ

っていくのかという状態を今見ているので，そういう意味では人為的に何かを入れると，そ

れが影響してしまうというのが若干ありまして，そういう意味でちょっと心配します。地元

の人が私のところに来まして，「所長，あそこに何もいないから魚とサンショウオを入れて

おいたよ」と言われたんですけれど，そうするとですね，モニタリングを一生懸命やってる

のにそれの影響が出まして，カワセミなんか最初いなかったのですけれど，そういうのが入

ってきてから来るようになりました。先ほど見ていただいた写真も解説はしませんでしたが

そういうことでした。よろしいでしょうか。 

 

矢島： 僕もずいぶん前から委員を仰せつかって時々はお邪魔をしています。今のビオトー

プもずっと成り行きを見ております。一番僕がよかったなと思うのは，建設省が付近の住民

の方々の意見に耳を傾けて，ギフチョウがいた，オオムラサキがいたということに対して代

償処置をとって，さっきのスライドに出ましたけれど，林をつくったりなさっている。ホタ

ルについて，先ほどの沢がどこの沢なのかちょっとわかりませんが，いてもおかしくないと

思うのです。ただ，数はそれほど多くはないと思います。移植という問題は，今はやりの DNA

ではありませんけれども，同じ水系の比較的近い場所のものを復元という形で移動させるの

はやむを得ないと思います。ほかの水系，もちろん一山も，二山も越えたようなところから

持ってくるのは，これはもう絶対いけない。例えば，ゲンジボタルは２秒型，４秒型で有名

ですけれども，関西と関東でタイプが違う。これはいろんな昆虫で言えるわけです。先ほど

の場合は，やはり丹沢水系の近くで確認できて，可能性があれば，僕はやってもいいとは思

います。しかし，カワニナが本当に大小いろんなのがいて繁殖しているのかどうか，それを

確かめないで移植することは生態系そのものを崩してしまうことになるのではないかとい

う気はいたします。 
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 現地の人々が非常に協力をして，建設省が耳を傾けていろいろなことをやってくださって

いるし我々も言いたいことは言っておりますので，可能性があればやりたいと思っておりま

す。 

本多： よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

 

質問者： 久保と申します。直接ホタルと結びつきがないことかもしれませんけれども，農

林水産省の方に，あるいは環境庁の方にも関係があると思います。私は目黒区に住んでおる

ので身近な自然というのはあまりないので，もっぱら今フリーになりましたものですから，

長野県の三郷村とか安曇野あたりへ３月に１回か２回，散歩を兼ねたり自然観察を兼ねたり

出かけております。最近，いわゆる田んぼの区画整理というような大規模な圃場整備といい

ますか，そういうことが全国的に行なわれているのだと思いますが，昔からあった「あぜ道」

をみんな崩してしまいまして，いわゆる非常に大きな農業，作業用の機械が動けるような，

そういう目的で整備がされているんだと思います。わたしはチョウだとかガだとかいう関係

の団体の会員の者ですが，いわゆる昔からの「あぜ道」などには，大ざっぱな表現かもしれ

ませんけれども，例えば稲を刈って干すための木ですね，ハンノキ，トネリコだとか，そう

いうものがあったはずだし，それからクロツバラやヤナギだとかの低潅木だとか，あるいは

サルトリバラがあったり，ウマノスフサがあったり，そういうことを言えば矢島さんなど，

どういうチョウがいたのかすぐおわかりになると思いますが，そういうものをみんなとっ払

っちゃって，結局は自然破壊に手を貸してしまったのではないかと思うのですが。 

そういうことについて今後，環境庁の方だとか，農林水産省，あるいは建設省などいろい

ろな行政関係の方，もちろん各支部や私たちの団体の中にもそういう面に関心を持っている

会員もおりますので，折に触れて一つ，そういう地元の人たちの意見なども聞いて，壊して

しまった自然は簡単には戻らないと思いますけれども，やはり大きな流れの中で，自然との

共存ということが言われている時代ですから，またそういう「あぜ道」のような環境の復元

というようなこともお考えいただければ，自然のためにはいいのではないかと，そんなこと

を考えております。以上です。 

 

本多： 今のご意見に対して，農水省の川合さんと環境庁の植田さんに一言ずついただきた

いと思います。 

 

川合： 昔の「あぜ道」，そこには草があり，あるいはハザカケのハゼの木が生えています。

そういう状態は，確かに生態系が豊かな場所になっているのですけれども，生産性を阻害す

るということで圃場制御を行い，ハザカケはなくなって，カントリーエレベーターで人工乾
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燥してしまうというように変わっていったと。生産する側にすると一面では無理からぬとこ

ろがあるのですけれども，今私どもが一番迷っているのは，そういう生産の中で管理された

二次的自然というものを全体的に残すことはできないだろうと。里山の周辺部に，言ってみ

れば都市住民と連携を図りながら，できるだけ昔のよき農村風景というのですか，あるいは

昔のよき生態系というのを里山周辺，いわゆる中山間地域で残していくと。そういうのが私

たちの考え方です。中山間地域に人を定住させて，定住することによって二次的自然を管理

し，そこで豊かな生態系を確保していくという，そんな考え方にだんだん農林省の施策自体

も収斂しつつございます。 

 

植田： 「あぜ」ということで思い出しましたのは，ちょうどレッドリストをやっています

と，いろいろ検討の対象になってくるものにサドモグラというのがあります。これは佐渡と

越後平野にしかいないのですけれども，専門家の先生方が言うには，越後平野の「あぜ」が

だんだんなくなって，舗装も入ってきて少なくなったという話がありました。そういう意味

で，いろいろ農村環境と結びついた希少生物というのもあるなと感じたような次第です。 

 それから，パートナーシップという話でいえば，先ほどのメダカでも，市民・地元の企業・

公共団体・国などが共同でメダカトラスト，土地を少しでも買い上げてそこにメダカのビオ

トープ的なものを復元していこうということをやり始めた団体もあります。少しずつですけ

れどもパートナーシップの活動が進みつつあると思います。 

 

本多： ありがとうございました。そのほかに会場の方からございますでしょうか。 

 

質問者： 井上と申します。これは矢島先生にお願いになると思うのですが，具体的に企業

がどのような取り組みをしているのかとか，企業と住民と行政がうまく取り組んでいるよう

な事例があれば，ご紹介いただければありがたいなと思います。 

 それからもう１つ，昨年足立先生に質問させていただきまして，資料を送っていただきま

してありがとうございました。先ほど日本の川の特徴ということで，日本の川というのは国

際河川でないという，国境を越えていないという特徴があると思うのですけれども，県は越

えて流れている川がありますが，例えば東京の羽村で建設省が今やっていることと，東京都

との関連はどうなんでしょうか。例えば，我々が何か川に対して意見を申し述べるときには，

東京都に言った方が早いのでしょうか，建設省に言った方が早いのでしょうか。教えていた

だきたいと思います。 

 

本多： 最初の企業はどのような活動をされているかということについては，まず矢島会長
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からお話いただきまして。あと行政の担当の方でそういった事例をご存じの方がおられれば

ご紹介いただきたいと思います。 

 

矢島： 今の企業からというのは，大変いい発想だと思います。ただ，私どもが直接指名し

ていいのかどうか。例えば，いまこの会が，過去８年間，いろいろな意味でスポンサーにな

っていただいた会社がございます。それは水に関係があるとか，あるいは護岸に関係がある

とかでスポンサーになっていただいているところがありますので，ちょっと来年はそういう

方々に自分たちの取り組みを発表していただけるかどうか検討させていただきます。大変い

い提案をいただいたと思います。ありがとうございます。 

 

本多： 行政の，特に東京都さんでそういった企業活動という事例はないでしょうか。 

 

今本： 下水道局というのは，企業の１つになるのかなと思いますが，ホタルについていろ

んな育成をやっております。また，ホタルの会を開いてみるというようなこともやっており

ます。ただ，一般の民間についての話というのは残念ながら聞いておりません。 

 

本多： ありがとうございました。では，足立さんの方から，先ほどのもう１点のご質問に

ついてお願いしたいと思います。 

 

足立： 恐らく縦割りで，どこに行ったらいいのかよくわからないことの弊害を指摘されて

いるのだと思うのですが。簡単に言いますと，１級水系と２級水系とに分かれていて，１級

河川というのは建設大臣が監理しています。2 級河川は都道府県知事が監理をするという分

担になっています。１級河川の中でも，国が直接監理する部分と都道府県にお願いして建設

大臣の代わりに監理してもらうところに分かれておりまして，例えば多摩川ですと羽村あた

りまでは建設省が直接監理しております。あとの中小河川の部分は，東京都に監理をお願い

しているところでございます。したがいまして，基本的にはそういう監理区分に応じてお話

をしていただいたら結構です。簡単に言いますと，１級河川は，とにかく建設省に言っても

らったら，そこから都道府県の監理のところにもご連絡するというようなこともできます。

もっと簡単に言いますと，河川環境課の私のところに電話していただきましたら「これはこ

ちらの担当で，ちゃんと言っておきますから」というような形で処理はさせていただきます。

最近，その手の苦情は河川環境課の私のところか，土木研究所の島谷君という河川環境研究

室長がいますが，大体その２つのルートで入ってくるようになっています。なるべくいうま

くいくような形でお伝えしようと思っていますので，よろしくお願いします。 
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本多： ありがとうございました。そろそろ時間ですが，最後に。 

 

質問者： 小俣さんに伺いたいのですけれども。先ほど，60 メートルくらいの非常に狭い間

に５種類ものホタルがいるところがあると聞いたのですが，地形的な特徴の話があったと思

うのですけれども，植生的に見てほかのところと変わったところがあるのではないかと思う

のですが，その辺をちょっとお伺いしたいのですが。 

 

小俣： 板当沢の 1,000 メートルの地点のところだと思うのですけれども，植生が際立って

違っているとは思えないのですね。板当沢はほとんど私有林なものですから，スギ，ヒノキ

の人工林で覆われているのですけれども，林道沿いに落葉樹が生えているのです。落葉樹も

大体クルミ，クリとかイタヤカエデの大木があるようなところにホタルが割とまとまってい

る。1,000 メートルのところが取り立ててすごく違うというような感じはないのです。ただ

１つ，これは相当難しい調査だと思うのですけれども，いろいろな種類が重なって生活して

いるというのは，食べ物ですみ分けをしているのではないかと思うのです。しかし，これは

土の中のできごとですので，調べ方が非常に難しいと思っています。 

 

本多： ありがとうございました。よろしいですか。予定の時間もかなり超過しました。こ

こらで，総合討論をおしまいにさせていただきたいと思います。どうも先生方ありがとうご

ざいました。 
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＝閉会挨拶＝ 

 

林 長閑（日本ホタルの会理事） 

 

 どうも長時間にわたりまして熱心なご討議，どうもありがとうございました。このスロー

ガンにも書かれてありますように，「人里に心なごむ自然環境を取り戻そう」と，言葉では

確かに素晴らしいのですが，実際にこれを実現するのは並み並みならぬことだということを

再認識させていただきました。しかし我々の情熱でどんどん改善していくことは可能だと思

います。それには多くの人たちがこういう会に参加していただき，そして意見を述べ，それ

を持ち帰ってそれぞれの地域で生かしていただくということが，非常に大切だと思います。 

 どうもきょうは長時間にわたり，ありがとうございました。 

 

本多： では，これをもちまして，第８回日本ホタルの会，シンポジウムを閉会としたいと

思います。ありがとうございました。 
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